
今月の
表　紙

　くみやま歴史ガイドツアーで華台寺（中島）を訪
れた参加者が、ボランティアガイドの話に耳を傾け
ています。くみやま・文化歴史ガイドを片手に、御牧
地区をまち歩きしました。みんなのひろば（29ペー
ジ）にその様子を掲載しています。

歴史を感じる
ガイドを片手にまちあるき

特集  平成31年度施政方針・予算〈概要〉
町制施行65周年記念ロゴマーク決定
防災無線  情報を取得する手段の一つ
インフォメーション
くみやま人（阪田広樹さん）
みんなのひろば
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今
年
は
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
夢
と
希

望
を
胸
に
、
新
た
な
時
代
が
幕
を
開
け
る
年

で
す
。
久
御
山
町
も
町
制
施
行
65
周
年
を
迎

え
る
年
に
な
り
ま
す
。

　
久
御
山
町
は
、
昭
和
28
年
の
大
水
害
に
よ

り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
御
牧
村
と
佐
山

村
が
翌
年
の
29
年
に
合
併
し
て
誕
生
し
、
先

人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
豊
か
な
自
然

と
農
業
・
商
工
業
・
住
宅
が
調
和
し
た
す
ば

ら
し
い
ま
ち
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
町
制
施
行
65
周
年
に
際
し
、
先
人
や
、
先

輩
諸
兄
姉
へ
の
感
謝
を
も
っ
て
、
記
念
式
典

や
記
念
行
事
を
開
催
し
、70
周
年
に
向
け
、力

強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
久
御
山
町
の
発
展
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

2
期
目
の
残
さ
れ
た
任
期
を
改
め
て
全
身
全

霊
で
町
政
運
営
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

　
私
が
町
政
運
営
の
か
じ
取
り
の
ご
信
託
を

受
け
て
以
来
「
み
ん
な
で
築
こ
う
、
次
代
に

誇
れ
る
わ
が
ま
ち
『
く
み
や
ま
』」
を
基
本

理
念
に
、
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
誠
心
誠
意
、
職

務
を
全
う
し
て
き
ま
し
た
。

　
施
策
の
推
進
に
は
、
国
や
京
都
府
と
連
携

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
と
連
携
の
も

と
、
私
の
公
約
で
あ
る
「
く
み
や
ま 

未
来

創
造
プ
ラ
ン 

35
の
宣
言
」
に
あ
る
「
く
ら

し
を
守
る
安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」「
み

ら
い
に
進
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
」「
や
す
ら

ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
」「
ま
な
び
と
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
」の
実
現
を
め
ざ
し
邁
進
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
も
引
き
続
き
、
次
世
代
に
つ

な
げ
る
積
極
的
な
予
算
編
成
を
行
い
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
決
算
で
は
、
歳
入
の
中
心
で

あ
る
町
税
は
増
収
と
な
り
、
約
46
億
4
千
6

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
の
税

収
も
同
規
模
程
度
で
推
移
す
る
も
の
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、「
く
み
や
ま 

未
来
創
造
プ
ラ

ン 

35
の
宣
言
」
及
び
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

指
針
と
な
る
「
第
5
次
総
合
計
画
」
に
基
づ

き
、
平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
の
編
成
を
行

い
、「
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
積
極
型
予

算
」
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
73

億
3
千
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
額
と
比

べ
て
3.1
㌫
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
効

果
や
優
先
順
位
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
各
種
の
住
民
負
担
軽

減
施
策
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
継
続
で

き
る
よ
う
堅
実
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
新
市
街
地
整
備
事

業
の
本
格
化
や
と
う
ず
み
こ
ど
も
園
の
工
事

着
手
、
安
全
・
安
心
面
で
は
災
害
緊
急
情
報

シ
ス
テ
ム
の
強
化
、
内
水
排
除
対
策
の
推
進

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
移
動
困
難
者
を
対
象
に
し
た
の
っ

て
こ
優
タ
ク
シ
ー
や
手
話
事
業
な
ど
福
祉
面

の
充
実
、
教
育
面
で
は
中
学
生
の
学
力
向
上

を
め
ざ
す
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
、
町
制
施
行
65
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
町
の
魅
力
発
信
に
向
け
た
「
く
み
や
ま

夢
タ
ワ
ー
1
3
7
」
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

を
行
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
平
成
31
年
度
の
予
算
総
額
は
、

1
3
0
億
2
7
6
5
万
円
（
1
万
円
未
満
四

捨
五
入
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夢
と
希
望
を
胸
に
力
強
い一歩

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
積
極
予
算

平
成
31
年
度

久
御
山
町

施
政
方
針・予
算
〈概要〉

3
月
定
例
会
で
信
貴
町
長
が
示
し
た

平
成
31
年
度
の
施
政
方
針
と

予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
　

問
合
せ
／
行
財
政
課

久御山町予算編成の主な重点事項

町制施行65周年記念事業

信
貴 

康
孝 

●
し
ん
き 

や
す
た
か

　
昭
和
40
年
生
ま
れ
。
佐
山
出
身
・
在
住
。
近
畿

大
学
商
経
学
部
卒
業
。
平
成
19
年
4
月
に
久
御
山

町
議
会
議
員
に
初
当
選
。
平
成
23
年
5
月
か
ら
町

議
会
議
長
。
平
成
24
年
8
月
か
ら
久
御
山
町
長
。

現
在
2
期
目
。

※千の位、四捨五入①くらしを守る安全・安心のまちづくり

・同報系防災行政無線・登録型戸別受信システムの整備

  ７１万円

・内水排除対策の推進  ６４６万円

②みらいに進化するまちづくり

・新市街地（みなくるタウン）の整備推進  １億４４３３万円

・「くみやま夢タワー137」ライトアップ事業  ２７９１万円

③やすらぎのまちづくり

・のってこタクシー及びのってこ優タクシーの運行

  １２０４万円

・住民票の写しなどのコンビニ交付サービス実施  ２４０８万円

④まなびと文化のまちづくり

・とうずみこども園の施設整備  ２億２６６９万円

・中学生学力アップ事業の実施  ７１４万円

①記念式典の実施

②「くみやま夢タワー137」ライトアップ事業

③そのほか関連事業

　　　記念冊子作成

　　　子ども議会の実施

　　　省エネ対策学習会の開催

　　　記念献立と食育のコラボ

　　　田んぼアートの実施

施政方針と予算案の詳細
　施政方針全文や平成31年度当初予算は、町ホーム
ページで公開しています。詳しくは下記ＱＲコードから見
ることができます。

施政方針全文はこちら 予算書はこちら

特集  平成31年度  施政方針･予算〈概要〉

※千の位、四捨五入

会　計　別　予　算

会　　計　　名

国民健康保険（事業勘定）

三郷山財産区 

介護保険 

後期高齢者医療 

水道事業 

下水道事業 

予算額 前年度比 増減（％）

一　般　会　計

特
別
会
計

企
業
会
計

73億3,000万円

20億4,570万円

2,519万円

14億  930万円

2億2,540万円

7億6,658万円

12億2,548万円

2億2,000万円

▲7,490万円

2,078万円

5,050万円

1,150万円

▲1億8,000万円

3,576万円

3.1

▲3．5

471.2

3.7

5.4

▲19.0

3.0

合　　　　　計 130億2,765万円 8,365万円 0.6
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一般会計歳出（性質別グラフ）一般会計歳出（目的別グラフ） 一般会計歳入

歳出
73億3,000万円

歳入
73億3,000万円

町税
45億3,886万円国庫支出金

6億6,085万円

地方消費税交付金
4億6,878万円

府支出金
4億3,393万円

繰入金
4億4,299万円

町債
2億9,640万円

使用料及び手数料
1億6,303万円

その他
3億2,516万円

人件費
19億9,244万円

物件費
18億6,039万円

補助費等
9億3,109万円

扶助費
7億7,967万円

普通建設事業費
6億4,517万円

公債費
3億6,571万円

その他
7億5,553万円民生費  27億2,034万円

総務費  11億1,276万円

土木費  7億8,115万円

消防費  4億9,045万円

議会費  1億2,559万円

労働費  363万円

予備費  2,500万円

教育費  8億4,073万円

衛生費  5億710万円

商工費  2億3,999万円

農林水産業費  1億1,756万円

公債費  3億6,571万円

 

農
業
・
工
業

▼
認
定
農
業
者
や
一
般
農
業
者
の
ハ
ー
ド
事
業
に

対
す
る
補
助
事
業
を
拡
充
し
、
ソ
フ
ト
事
業
の
取

組
も
応
援
す
る
「
が
ん
ば
る
農
家
応
援
事
業
」
の

実
施
。

▼「
久
御
山
町
産
業
売
込
み
隊
」
事
業
に
つ
い
て
、

継
続
し
て
大
規
模
展
示
会
へ
出
展
し
、
町
産
業
の

P
R
や
企
業
等
の
販
路
開
拓
を
強
化
。
農
業
分
野

で
は
、
町
内
産
の
酒
米
「
京
の
輝
き
」
を
用
い
た

酒
造
り
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
P
R
に
取
り
組
む
。

 

魅
力
発
信

▼
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
ま
ち
歩
き
な
ど
で

町
の
文
化
や
歴
史
へ
の
造
詣
を
深
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
に
努
め
る
「
久
御
山
ア
カ

デ
ミ
ー
」
な
ど
の
継
続
実
施
。

▼
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
「
く
み
や
ま
夢
タ

ワ
ー
1
3
7
」
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
進
め
る
。

 

土
地
利
用
・
道
路

▼
産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
「
新
市

街
地
整
備
事
業
」
の
取
組
の
推
進
。

▼
栄
3
丁
目
ゾ
ー
ン
30
の
整
備
工
事
の
実
施
。

▼
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、
計
画
的
・
効
率
的
な
補
修
・
改
修
を

行
う
。
本
年
度
は
開
拓
橋
の
補
修
工
事
を
実
施
。

 

公
共
交
通

▼
バ
ス
を
中
心
と
し
た
公
共
交
通
を
持
続
的
に
維

持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
、
利
用
者
の
意
識
醸
成
と
利
用
促
進
を
図
る
。

▼
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
停
留
所
の
増
設
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
。

 

公
園
・
緑
地

▼
木
津
川
堤
防
休
憩
所
の
整
備
を
実
施
。

▼
中
央
公
園
の
整
備
に
向
け
た
基
本
的
な
方
向
性

の
検
討
。

 

自
然
・
環
境
保
全

▼
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
、
不
法
投
棄
な
ど
に
対

し
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
早
期
発
見
、

早
期
指
導
に
努
め
る
。

 

子
育
て
支
援

▼
地
域
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
支
え
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
。

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
」

を
中
心
に
、
子
育
て
世
代
が
よ
り
利
用
し
や
す
い

多
様
な
支
援
を
推
進
。

 

学
校
教
育

▼
平
成
32
年
度
中
の
開
園
を
め
ざ
し
「
と
う
ず
み

こ
ど
も
園
」
の
施
設
整
備
に
着
手
。

▼
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
。

▼
中
学
3
年
生
の
希
望
進
路
実
現
に
向
け
て
、
中

学
生
の
学
力
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
。

 

歴
史
・
文
化

▼
国
登
録
有
形
文
化
財
の
旧
山
田
家
住
宅
長
屋
門

等
を
一
つ
の
拠
点
と
し
て
、
町
の
歴
史
・
文
化
を

広
く
発
信
。

 

健
康
・
保
健
・
医
療

▼
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
や
保

険
予
防
事
業
を
計
画
的
に
推
進
。

▼
成
人
男
性
対
象
該
当
者
に
対
す
る
風
し
ん
対
策

事
業
の
実
施
。

 

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉

▼
荒
見
苑
、い
き
い
き
ホ
ー
ル
の
空
調
設
備
更
新
。

▼
U
R
と
の
連
携
に
よ
る
介
護
予
防
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
整
備
。

▼
の
っ
て
こ
優
タ
ク
シ
ー
の
運
行
。

▼
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
や
手
話
の
普
及
を

図
る
。

 

防
災
・
減
災
・
消
防

▼
同
報
系
防
災
行
政
無
線
を
補
完
す
る
登
録
型
戸

別
受
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
。

▼
救
助
工
作
車
の
購
入
。

▼
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
対
す
る
補
助
制
度
を

継
続
実
施
。

 

情
報
化
の
推
進

▼
住
民
票
、
印
鑑
登
録
、
戸
籍
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
。

次のステージに向けて

主な取り組み
予算の詳細

用語解説
【一般会計と特別会計】

　地方公共団体の会計のうち「一
般会計」は基本的・全般的な費用
を経理する会計。「特別会計」は特
定の事業を行うために、一般会計
と区分して経理するための会計で
す。

【 公 営 企 業 会 計 】
　上下水道事業などの公営企業
を経理するための会計です。

【 歳 入 】
▼町税…皆さんに収めていただく
「町民税」「固定資産税」「たばこ
税」「軽自動車税」などが該当。
▼国庫支出金…国が地方公共団
体に対して、支出する負担金や委
託費、補助金等。
▼府支出金…府が地方公共団体
に対して、支出する負担金や委託
費、補助金等。
▼繰入金…積立金（基金）の取り
崩し金や他の会計から繰り入れた
お金。
▼町債…町の借入金（借金）。

【 目 的 別 歳 出 】
　地方公共団体が行う事業を目
的別に分類するもので、行政サー
ビスの水準や行政の特色を知るこ
とができます。
▼公債費…町債の元利償還等に
要する費用。

【 性 質 別 歳 出 】
　事業経費の経済的性質によって
分類するもの。義務的経費は、職員
の人件費や扶助費、公債費で構成
され、投資的経費は、普通建設事
業費などで構成されます。
▼物件費…旅費、備品購入、委託
料等消費的性質のある経費。
▼扶助費…各種法令に基づいて
実施する給付や各種扶助に係る
経費。
▼補助費等…各種団体や法人等
に対する支出等。
▼普通建設事業費…道路や公共
施設の新増設をするための経費。
▼積立金…財政運営を計画的に
するために財源変動に備えて積立
てる経費。
▼繰出金…一般会計、公営企業
会計、特別会計、基金との間で支
出される経費。

特集  平成31年度  施政方針･予算〈概要〉



京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙  

4
月
7
日
㈰
は
、投
票
日
で
す

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
等1

0
9
2
万
円

▽
風
し
ん
対
策
事
業
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
等

1
1
3
万
円

▽
農
業
者
等
復
興
支
援
事
業
補
助
金
等

1
億
3
6
0
4
万
円

▽
消
防
団
退
職
報
償
金 　
　
　

 　
4
5
9
万
円

▽
小
･
中
学
校
管
理
備
品　
　
　

1
6
8
万
円

　

人
権
擁
護
委
員
に
藤
田
玉
昭
さ
ん
（
野
村
･

69
才
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
適
任
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
3
年
で
す
。

■
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

　
条
例
全
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
の
条
例
で
は
生
活
環
境
の
保
全
と

公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
は
こ
れ
ら
に
加
え

て
、
廃
棄
物
の
減
量
や
循
環
的
な
利
用
の
促
進

な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

〈
今
議
会
で
可
決
さ
れ
た
そ
の
他
の
条
例
〉

　

▼
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正
▼
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
一
部
改
正
▼
町
布
設
工
事
監
督
者
の

配
置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
▼

町
火
災
予
防
条
例
一
部
改
正

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

2
3
8
6
万
円
（
1
万
円
未
満
四
捨
五
入
。
以

下
同
じ
）
を
増
額
し
、
平
成
30
年
度
の
予
算
総

額
を
75
億
1
5
6
4
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

年
度
末
に
お
け
る
事
業
の
確
定
な
ど
に
伴

い
、
全
般
に
わ
た
っ
て
減
額
･
増
額
を
し
、
差

引
2
3
8
6
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
主

人
事

条
例
改
正

補
正
予
算

「
投
票
所
入
場
券
」
を
郵
送
し
ま
す
。
投
票
の

際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
投
票
日
間
近
に
な
っ

て
も
届
か
な
い
と
き
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
に
関
す
る
問
合
せ

　

同
会
事
務
局
（
総

務
課
内
）

※
投
票
方
法
や
選
挙

結
果
等
は
、
町
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
京
都
府
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
3
月
29
日
㈮
告
示
、
4
月
7
日
㈰
投
票
で

行
わ
れ
ま
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
あ
な
た

の
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
〜
午
後

8
時
で
す
。

◆
久
御
山
町
で
投
票
で
き
る
人
は

　

日
本
国
民
で
、
平
成
13
年
4
月
8
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
30
年
12
月
28
日
以
前
に

住
民
登
録
（
転
入
届
）
を
し
、
町
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

◆
京
都
府
内
で
住
所
移
転
し
た
人

　

平
成
30
年
12
月
29
日
以
後
に
京
都
府
内
の
市

町
村
間
で
異
動
し
た
人
は
、
前
住
所
地
で
の
投

票
と
な
り
ま
す
。

◆
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、

　
期
日
前
投
票
を

　

仕
事
や
旅
行
、
病
気
な
ど
の
た
め
、
投
票
日

に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
は
、
手

続
き
が
簡
単
で
投
票
日
と
同
じ
よ
う
に
投
票
で

き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、
3
月
30
日

㈯
〜
4
月
6
日
㈯
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
8
時
で
、
土
･
日
曜
日
も
投
票

で
き
ま
す
。

　

場
所
は
、
役
場
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
の
期
日
前

投
票
所
で
す
。投
票
所
入
場
券
を
持
参
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
4
月
6
日
㈯
は
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
も
期
日
前
投

票
所
を
設
置
し
ま
す
（
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
6
時
）。

◆
投
票
所
入
場
券
は
郵
送
し
ま
す

　

投
票
所
の
受
付
事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
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久
御
山
町
の
65
年
の
歴
史
、
未
来
へ
羽
ば
た
く

様
、
一
体
感
が
、
目
に
見
え
て
分
か
る
記
念
ロ

ゴ
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
記
念
事
業

▼
記
念
式
典

▼
く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー
１
３
７
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▼
記
念
冊
子
作
成

▼
子
ど
も
議
会

▼
省
エ
ネ
対
策
学
習
会

▼
記
念
献
立
と
食
育
の
コ
ラ
ボ

▼
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

▼
65
㍑
献
血
運
動

▼
町
民
運
動
会
（
記
念
競
技
）

▼
町
民
文
化
祭
（
特
別
展
示
）

　

今
年
、
町
制
施
行
65
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
一
体
感
を
持
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
36
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

36
点
の
作
品
の
中
か
ら
審
査
を
経
て
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
職
員
の
名

刺
や
印
刷
物
、
看
板
、
記
念
事
業
の
横
断
幕
な

ど
幅
広
く
活
用
す
る
予
定
で
す
。

■
制
作
者

　

内
田
和
加
奈
さ
ん
（
久
御
山
町
在
住
）

■
作
品
説
明

　

久
御
山
町
に
ど
っ
し
り
腰
を
据
え
、
電
波
塔

が
イ
メ
ー
ジ
の
柱
と
な
る
造
形
に
し
ま
し
た
。

4月 7日は京都府議会議員一般選挙
4月21日は久御山町議会議員一般選挙

この一票  めっちゃ大事に  しなあかん
平成30年度府選挙管理委員会委員長賞・町明るい選挙啓発標語特選

久御山中学校　木下寧音さん

投
票
所
で
は
ど
の
よ
う
に
投
票
す
る
の
？

選挙
制度
Vol.3

　

投
票
所
で
の
投
票
は
、
次
の
①
か
ら
⑤

の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

　

投
票
所
で
は
、
投
票
事
務
が
公
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
管
理
す
る
た
め
、
選
挙
の

事
務
従
事
者
以
外
に
、
投
票
管
理
者
や
投

票
立
会
人
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

投
票
所
に
入
る
と
き
は
ち
ょ
っ
と
緊
張

し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
同
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）

投票所に最初に来た人は、投票箱に
何も入っていないか確認するため、投
票箱の中を見てもらいます。

④投票記載台で投票用紙に書き込み
ます。

⑤投票箱へ投票用紙を入れます。

③投票用紙を受け取ります。

②投票所入場券をもとに、選挙人名
簿に登録されているかどうかの確認
を受けます。

①投票所入場券を持って指定された
投票所（期日前投票の場合は、期日前
投票所）へ行きます。

受付

交付係

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
条
例
改
正
案
な
ど

が
、
2
月
26
日
か
ら
3
月
22
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
た
町

議
会
3
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
で
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
係
す
る

条
例
改
正
な
ど
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
2
3

8
6
万
円
（
1
万
円
未
満
四
捨
五
入
。
以
下
同
じ
）
の
増
額

と
な
り
、
平
成
30
年
度
の
予
算
総
額
を
75
億
1
5
6
4
万
円

と
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
業
者
復
興
支
援
な
ど
補
正

町制施行65周年
記念ロゴマークが
決まりました

町
議
会
3
月
定
例
会

K UM  YAMA

▲「くみやま愛」の気持ちが伝わればと考案されたロゴマーク
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旧山田家住宅

くみやま夢タワー137
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13

14

15

16

17
19

18

（
6
3
1
）1
2
8
0
、☎
0
7
7
4（
4
6
）

6
6
5
1
へ
（
自
動
音
声
・
通
常
の
電
話
料

金
が
か
か
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
事
前
登
録
し
た
人
に
放
送
内
容
を

メ
ー
ル
、
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
知
ら
せ
る
「
事

前
登
録
型
戸
別
受
信
シ
ス
テ
ム
」
を
今
年
度

導
入
す
る
予
定
で
す
。
登
録
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

防
災
無
線
は
音
声
放
送
の
た
め
、
強
風
や

大
雨
な
ど
の
気
象
条
件
や
自
動
車
の
走
行

音
、
高
層
建
築
物
な
ど
の
周
辺
環
境
に
影
響

さ
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
は
住
宅
の
機
密
性
・
遮
音

性
が
向
上
し
て
お
り
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の

距
離
に
も
よ
り
ま
す
が
、
屋
内
で
放
送
内
容
を

は
っ
き
り
と
聞
き
取
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

防
災
無
線
に
よ
る
放
送
は
、
正
確
な
情
報

を
取
得
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
他

に
も
情
報
を
得
る
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　

防
災
無
線
で
避
難
情
報
を
出
す
と
き
は
サ

イ
レ
ン
を
併
用
し
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
の
音
に

気
が
つ
い
た
と
き
は
、
窓
を
あ
け
、
テ
レ
ビ

の
音
量
を
小
さ
く
す
る
な
ど
、
聞
き
取
り
や

す
い
環
境
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
聞
き
取
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
他
の

手
段
に
よ
り
正
確
な
情
報
の
入
手
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

防
災
無
線
は
災
害
が
発
生
し
た
と
き
な
ど

に
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
無
線
放
送
を
行

い
、緊
急
情
報
を
一
斉
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

無
線
を
使
用
す
る
た
め
、
断
線
な
ど
の
心
配

が
な
く
、
安
定
的
に
災
害
情
報
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
手
段
と
し
て
、
全
国
の
自
治
体

で
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
報
系
防
災
行
政
無
線
で
お
伝
え
す
る
情

報
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
放
送
へ
の

慣
れ
を
防
ぎ
、
緊
急
性
を
意
識
し
て
も
ら
う

た
め
、
以
下
の
①
〜
⑥
以
外
で
の
防
災
行
政

無
線
の
使
用
を
で
き
る
だ
け
制
限
し
ま
す

（
防
災
訓
練
時
に
放
送
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）。
ま
た
、
動
作
確
認
の
た
め
、
毎
日

午
後
5
時
に
音
楽
を
流
し
ま
す
。

①
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

②
避
難
勧
告

③
避
難
指
示
（
緊
急
）

④
緊
急
地
震
速
報

⑤
ミ
サ
イ
ル
等
発
射
情
報

⑥
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
情
報

■
情
報
に
つ
い
て
の
解
説

･
①
〜
③
は
、
役
場
が
災
害
発
生
の
可
能
性

や
状
況
を
判
断
し
て
発
表
す
る
避
難
情

報
で
す
。

･
④
と
⑤
は
、
J
I
A
L
E
R
T
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
、
J
ア
ラ
ー
ト
）
と
い

う
シ
ス
テ
ム
で
政
府
か
ら
配
信
さ
れ
る
情

報
で
す
。

･
原
則
①
〜
⑤
に
限
定
し
て
放
送
を
行
い
ま

す
。⑥
は
大
規
模
火
災
や
化
学
物
質
流
出

な
ど
の
事
故
災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
凶

悪
犯
が
町
内
に
逃
走
・
潜
伏
し
た
と
い
う

警
察
か
ら
の
緊
急
情
報
な
ど
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

　

電
話
で
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。
防
災
行

政
無
線
の
放
送
内
容
を
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

と
き
は
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
0
7
5

防
災
無
線・ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
完
了

情
報
を
取
得
す
る

手
段
の
一
つ

※800MHz（メガヘルツ）帯の電波を利用したデジタル業務用移動通信

■屋外スピーカーの設置場所
❶  大橋辺公民館
❷  藤和田ポケットパーク
❸  久御山町役場
❹  久御山中学校
❺  御牧小学校
❻  中内公園
❼  東一口北公園

❽  東一口東
❾  佐山南公園
10  佐山小学校
11  東角小学校
12  市田公園
13  室城神社
14  新開地都市下水路

15  コカ・コーラ ボトラーズジャパン㈱ 京都工場
16  鈴間東公園
17  みさわ公園
18  栄中央公園
19  宮ノ後公園

　

安
定
し
て
災
害
情
報
を
伝
え
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
整

備
を
進
め
て
い
た
「
同
報
系
防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ
タ
ル
Ｍ

Ｃ
Ａ
※
、
以
下
防
災
無
線
）」
が
完
成
し
ま
し
た
。
4
月
1
日

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課

全
国
の
自
治
体
で
導
入
の
動
き

聞
き
取
れ
な
い
と
き
は

知
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
は

防
災
無
線
だ
け
で
な
く
複
数
の
手
段
を



水道事業経営戦略を策定
安全な水を安定して供給するために

水道事業の会計とは
　一般会計と異なり、皆さんが町へ納め
る町民税などの税金ではなく、使用水量
に応じて支払う水道料金で経費を賄う
「独立採算制」となっています。水道事業
会計の収支には、水道水を作り、家庭に
届けるための「収益的収支」と、水道施設
などを整備をするための「資本的収支」が
あります。

強靱・持続・安全を基本目標に
　町の水道事業は、昭和43年に給水を
開始して以来、50年が経過し、施設や管
路の更新、耐震化などが必要になってき
ています。今後も人口減少が予測される
中、計画的・効率的に事業を行い、持続
的・安定的に安全な水を供給するため、
「強靱」「持続」「安全」を基本目標として
います。

赤字による経営状況悪化の見込み
　平成29年度決算で経常収支が赤字と
なり、何らかの対策をしなければ、これから
も赤字が続く見込みとなっています。
　2020年度と2025年度には、用水供給
を受けている京都府営水道の料金が、増
額改定される見込みです。経営状況はさ
らに悪化し、2023年度には資金不足とな
ることが見込まれています（表①参照）。
経営戦略では、赤字を解消し収支均衡を
図り、更新投資に必要な財源を確保でき
るよう、料金の改定を見込んでいます（表
②参照）。

これからの10年間の施設や設備の投資目標やその財源を見込み、
健全な経営を行うため、水道事業経営戦略（2019～28年度）を策
定しました。経営戦略は、町ホームページで公表。上下水道課や役
場１階の情報公開コーナーでも見ることができます。　　　　　　

問合せ／上下水道課

じん
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健
康
寿
命
と
は
、
健
康
の
問
題
で
制

限
な
く
生
活
を
送
れ
る
期
間
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の

差
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
介
護
を

必
要
と
す
る
期
間
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
差
を
短
縮
す
る
こ
と
は
、
生
活

の
質
の
低
下
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
医

療
費
な
ど
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
80

･
9
歳
、
健
康
寿
命
は
78
･
8
歳
と

な
っ
て
い
ま
す
。女
性
の
平
均
寿
命
は
、

87
・
1
歳
、
健
康
寿
命
は
83
･
3
歳
と

な
っ
て
お
り
、
平
均
寿
命
・
健
康
寿
命

と
も
に
京
都
府
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
（
表
参
照
）。

平
均
寿
命
と

　
　
　
　健
康
寿
命
の
関
係

「第2次健康くみやま21」※２
　子どもから高齢者までの全ての世代、また地域のさまざまな関係者が互いに

支え合い、健康に過ごせるよう計画を推進します。

【基本目標】
「心もからだも健やかな笑顔あふれる健康長寿のまちづくり」

【基本方針】
「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」

【取組内容】
「生活習慣病の発症予防」「生活の質の向上」「生活習慣の改善」

　

「久御山町食育推進計画」
　食生活を取り巻く環境や「食」に対する意識の変化、食の多様化に対して、一

人ひとりが望ましい食生活ができるよう計画を推進します。

【基本理念】
「『食』から広げよう豊かな心と身体を育む住民の輪」

【基本目標】
①適切な食事と運動、歯と口の健康づくりで生活習慣病の予防と改善

②規則正しい食習慣の育成と共食を通じたコミュニケーションの促進

③地域の食文化の伝承と地産地消の促進

　「第2次健康くみやま21・久御山町食育推進計画」※１ の中間年に、町民アン
ケートの調査結果やこれまでの町の取組を評価し、国や京都府の動向、新たな
課題を踏まえて、中間評価報告書を策定しました。来月号からは、住民の皆さん
のさらなる健康の増進のため、中間評価の結果を踏まえ、お役に立つ情報を紹
介します（保健予防のコーナーで掲載予定）。 　　　　問合せ／国保健康課

健康
食育「第2次健康くみやま21・久御山町食育推進計画」

中間評価

※
１　

健
康
づ
く
り
と
食
育
を
一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
平
成
26
年
3
月

に
策
定（
H
26
〜
2
0
2
3
年
度
）。

※
２　

国
が
国
民
の
健
康
増
進
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
を
定
め
た「
健
康
日
本

21
」の
考
え
方
を
基
本
と
し
、「
健
康
く
み
や
ま
21
」を
平
成
16
年
3
月
に

策
定
。

■町の平均寿命と健康寿命 ■平均寿命
■健康寿命

74

男性

女性

88（歳）868482807876

80.9
78.8

87.1
83.3

■表①　現状の収支見通し （単位：千円）
収益的収支（税抜）
収益的収入
収益的支出
純利益
繰越利益剰余金・累積欠損金

2019年度
476,293
525,315
▲49,022
▲69,074

2020年度
472,170
552,157
▲79,987
▲149,061

2023年度
465,525
548,922
▲83,397
▲398,859

2025年度
461,053
574,163

▲113,110
▲599,868

2028年度
451,374
587,317

▲135,943
▲995,239

資本的収支（税込）
資本的収入
資本的支出
不足額

2019年度
53,862
198,170
144,308

2020年度
68,718
226,626
157,908

2023年度
84,219
197,141
112,922

2025年度
104,161
245,169
141,008

2028年度
92,283
288,084
195,801

貸借対照表
流動資産
うち現金預金
流動負債
企業債残高

2019年度
457,615
381,946
216,152
847,621

2020年度
317,825
230,991
218,393
815,755

2023年度
72,423

▲17,917
201,156
753,367

2025年度
▲170,142
▲253,646
194,993
796,069

2028年度
▲710,324
▲774,302
200,686
826,237

■表②　経営戦略での収支計画 （単位：千円）
収益的収支（税抜）
収益的収入
収益的支出
純利益
繰越利益剰余金・累積欠損金

2019年度
476,293
525,315
▲49,022
▲69,074

2020年度
563,965
552,157
11,808

▲57,266

2023年度
556,314
548,922
7,392

▲33,958

2025年度
628,654
574,163
54,491
22,745

2028年度
616,309
587,317
28,992
124,575

資本的収支（税込）
資本的収入
資本的支出
不足額

2019年度
53,862
198,170
144,308

2020年度
68,718
226,626
157,908

2023年度
84,219
197,141
112,922

2025年度
104,161
245,169
141,008

2028年度
92,283
288,084
195,801

貸借対照表
流動資産
うち現金預金
流動負債
企業債残高

2019年度
457,615
381,946
216,152
847,621

2020年度
409,620
307,758
218,393
815,755

2023年度
437,324
332,175
201,156
753,367

2025年度
452,471
341,599
194,993
796,069

2028年度
409,490
318,585
200,686
826,237
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トピック
Kumiyama

topic

京都広報賞
組み写真の部で会長賞

問合せ―総務課

　平成30年度京都広報賞（京都府広報協議会主催）で、
「まちの総合情報誌『広報くみやま』12月1日号」が会長
賞（知事賞の次点）を受賞しました。12月1日号では、昨年
11月に行った町総合防災訓練の写真を見開きページ（2
～3ページ）にレイアウトしました。審査では「しっかりとし
たカメラワークを基に撮影されている。写真選び・レイア
ウト、キャッチコピーとの関連も秀逸である」と評価されま
した。

トピック
Kumiyama

topic

まちを守る新たな戦力
消防ポンプ自動車を配置

問合せ―消防本部

　消防本部では、新たに消防ポンプ自動車を配置しました。
この消防ポンプ自動車は、600㍑水槽を搭載し、泡薬剤・水
の混合液に圧縮空気で消火泡を作成し放水するCAFS（圧
縮空気泡消火システム）を搭載し、少量の水で迅速な消火
が可能となっています。積載している資器材として、電動
ホースカー、炎や煙で視界の悪い状態でも燃焼状況などを
把握できる熱画像直視装置、救助用資器材として充電式油
圧救助器具などを積載しています。

町公式インスタグラム
くみやまのええとこ
　　　　見つけませんか

kumiyama_town
まちのええとこ発信中
みんなで投稿しましょう！

「インスタグラム公式アカウント」でまちの
風景やイベントの様子を中心に投稿して
います。利用者にも「#ええとこくみやま」
をキーワードに投稿してもらうことで、な
かなか気づかない、久御山町の「いいとこ
ろ」を発見していきます。くみやまの「ええ
とこ」をみんなで発見しませんか。

登録はこちらから！→

　

安
全
な
水
を
届
け
る
た
め
、
水
道
法
に
基
づ

き
毎
日
検
査
や
毎
月
検
査
な
ど
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
も
、
全
て
の
検
査
項
目
、
地
点

で
水
質
基
準
に
適
合
し
ま
し
た
の
で
、
安
心
し

て
飲
み
水
や
炊
事
に
使
用
で
き
ま
す
。

　

町
内
の
公
園
な
ど
の
決
め
た
場
所
で
採
水

し
、浄
水
場
へ
持
ち
帰
っ
て
検
査
し
て
い
ま
す
。

正
確
な
検
査
を
す
る
た
め
、
採
水
前
に
配
水
本

管
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
一
定
時
間
（
通
常
5
分
以
上
）
の
放
流
が

必
要
で
す
。
無
駄
な
放
流
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
、
水
道
法
で
は
毎
年
水
質
検
査
計
画
の

作
成
が
義
務
付
け
さ
れ
て
お
り
、
町
で
は
平
成

31
年
度
の
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

検
査
結
果
と
平
成
31
年
度
の
水
質
検
査
計
画

は
、
上
下
水
道
課
の
窓
口
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

　
「
京
都
府
豊
か
な
森
を
育
て
る
府
民
税
」
を

活
用
し
て
、
と
う
ず
み
こ
ど
も
園
の
園
庭
な
ど

に
府
内
産
の
木
材
を
使
用
し
た
遊
具
や
ベ
ン
チ

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
京
都
府
豊
か
な
森
を
育
て
る
府
民
税
」
は
、

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
守
り
育
て
、
よ
り

豊
か
な
も
の
と
し
て
次
代
に
伝
え
て
い
く
た

め
、平
成
28
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

府
民
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金
を
活
用
し
、
京

都
の
森
林
整
備
や
保
全
、
森
林
資
源
の
循
環
利

用
と
森
林
の
多
様
な
重
要
性
に
つ
い
て
の
府
民

理
解
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
は
森
林
面
積
や
人
口
な

ど
の
割
合
で
毎
年
各
市
町
村
に
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
産
業
課

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

地
域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、
便
所
を
水

洗
化
し
、
生
活
排
水
と
と
も
に
、
公
共
下
水
道

管
に
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
公
共
下
水
道
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
く
み
取
り

式
便
所
は
3
年
以
内
、
浄
化
槽
設
置
便
所
は
6

か
月
以
内
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
、
町
の
指
定
を
受
け
た
排
水
設
備
指

定
工
事
業
者
で
な
い
と
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
町

で
は
、
1
2
1
業
者
を
指
定
し
て
い
ま
す
（
平

成
31
年
4
月
１
日
現
在
）。
詳
し
く
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
、
ま
た
は
上
下
水
道
課
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
工
事
費
用
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

　

5
年
間
利
子
補
給

　

水
洗
便
所
に
改
造
す
る
な
ど
の
排
水
設
備
工

事
で
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
町
内
の
金

融
機
関
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

■
融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
人

　

次
の
①
〜
⑤
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人
で
す

（
官
公
署
及
び
法
人
は
対
象
外
）。

　

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た
生
計
を

営
ん
で
い
る
こ
と
②
町
税
及
び
水
道
料
金
を
完

納
し
て
い
る
こ
と
③
償
還
能
力
が
あ
る
こ
と
④

費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

こ
と
⑤
融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、
返
済
能

力
の
あ
る
保
証
人
を
一
人
立
て
ら
れ
る
こ
と
。

　

融
資
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で

1
0
0
万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）　

融
資
利

率
／
年
利
1.0
％　

融
資
期
間
／
84
か
月（
7
年
）

以
内
（
6
か
月
単
位
）　

償
還
方
法
／
元
利
均

等
月
賦
償
還　

利
子
補
給
／
融
資
を
受
け
た
と

き
か
ら
５
年
を
限
度
に
全
額
補
給　

申
込
／
工

事
契
約
の
と
き
、
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い

■
排
水
設
備
の
点
検

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
ご
家
庭
な
ど
は
、

定
期
的
に
排
水
設
備
の
「
ま
す
」
を
点
検
し
、

必
要
に
応
じ
て
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。「
ま

す
」
の
上
に
移
動
で
き
な
い
も
の
な
ど
は
置
か

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

全
項
目
で
基
準
に
適
合

平
成
30
年
度  

水
道
水
の
水
質
検
査

「
豊
か
な
森
を
育
て
る
府
民
税
」で
、と
う
ず
み
こ
ど
も
園
な
ど
に
府
内
産
の
木
材
使
用

排
水
設
備
工
事

の
融
資

数量

１基

３基

１基
２基
３基
２基
３基

実施箇所

とうずみ
こども園

久御山町役場
庁舎前

栄中央公園
栄西公園
宮ノ後公園
双置公園
西林公園

実施内容

府内産材を使用した
遊具（ブランコ）を購入

府内産木材を使った
木製ベンチの設置（150cm幅）

〃
〃
〃
〃
〃

◀
新
た
に
配
置
し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

◀
黒
色
の
背
景
が
特
徴
の
組
み
写
真

Kumistagram
ID：M Kitamura (KCM)
kumiyama,kyoto

いいね！ 16,056件
町内で撮影した写真にハッシュタグ
#ええとこくみやま をつけて投稿すると…
その中から毎月１枚をお届けします。

▲毎日採水して検査しています

▲府内産木材を使用したブランコ（とうずみ
　こども園）
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天
皇
の
即
位
の
日
及
び
即
位
礼
正
殿
の
儀

の
行
わ
れ
る
日
を
祝
日
と
す
る
法
律
等
に
基

づ
き
、
今
年
の
4
月
27
日
か
ら
5
月
6
日
ま

で
が
10
連
休
と
な
る
た
め
、
各
館
を
特
別
に

休
館
し
ま
す
。

●
町
立
図
書
館

　

…
4
月
30
日（
火
・
休
）〜
5
月
2
日（
木
・
休
）

●
ゆ
う
ホ
ー
ル

　

…
4
月
30
日（
火
・
休
）･
5
月
1
日（
水
・
祝
）

●
中
央
公
民
館

　

…
5
月
1
日（
水
・
祝
）･
5
月
2
日（
木
・
休
）

●
総
合
体
育
館

　

…
5
月
1
日（
水
・
祝
）問合

せ
／
社
会
教
育
課

　

京
都
の
自
然
2
0
0

選
に
も
選
ば
れ
た
前
川

堤
の
桜
の
開
花
時
期
に

合
わ
せ
「
春
の
特
別
公

開
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
春
の
特
別
公
開
（
入

　
館
料
2
0
0
円
）

　

日
時
／
4
月
1
日
㈪

〜
4
日
㈭　

午
前
9
時
〜
正
午　

場
所
／
東

一
口
35
番
地

■
一
般
公
開
（
入
館
料
2
0
0
円
）

　

日
時
／
4
月
13
日
㈯
、
21
日
㈰　

午
前
9

時
〜
正
午
（
第
2
土
曜
日
、
第
3
日
曜
日
）

場
所
／
東
一
口
35
番
地問

合
せ
／
社
会
教
育
課

〈開館時間〉
火～金曜日：
午前 9時 30分～

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分～

午後 5時

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

の
月
今

書
図新着図書の紹介

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
振
り
返
る
「
平
成
」

〜
一
般
書
を
中
心
に
〜

　

今
月
で
終
わ
る
「
平
成
」
を
、
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
本
で
振
り
返
り
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン

吉
本
ば
な
な
／
著　

福
武
書
店

　

作
家
吉
本
ば
な
な
を
一
躍
有
名
に
し

た
平
成
元
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。
家
族

の
死
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
短
編
小
説
。

ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生

田
村
裕
／
著　

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス

　

芸
人
･
麒
麟
の
田
村
が
自
身
の
子
ど

も
時
代
か
ら
相
方
･
川
島
と
の
出
会
い

ま
で
を
描
い
た
自
伝
。
平
成
19
年
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
。

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典（

児
童
書
）

今
泉
忠
明
／
監
修　

高
橋
書
店

　

ち
ょ
っ
と
残
念
な
一
面
の
あ
る
生
き

物
を
紹
介
し
た
３
冊
シ
リ
ー
ズ
か
ら
な

る
本
。
大
人
に
も
話
題
と
な
り
、
近
年

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。

だ
る
ま
さ
ん
が  

（
児
童
書
）

か
が
く
い
ひ
ろ
し
／
さ
く

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

　

平
成
20
年
の
発
売
以
来
、
大
人
気
の

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
だ
る
ま

さ
ん
の
動
き
が
楽
し
い
全
３
冊
シ
リ
ー
ズ

の
一
作
目
。

発現
阿部智里／著　ＮＨＫ出版

　平成と昭和、二つの時代で起こっ
た不可解な事件。並行して進む二つ
の物語はやがて交差していき…。

Ｗ県警の悲劇
葉真中顕／著　徳間書店

　「警察官の鑑」と誰からも尊敬さ
れていた男が突然死した。事故かそ
れとも…。Ｗ県警を舞台に女性警察
官たちが事件に挑む連作ミステリー。

えらいこっちゃのいちねんせい
かさいまり／文　ゆーちみえこ／絵

アリス館
　小学校ってどんなところ？ 初めての
勉強、休み時間、給食…。「えらいこっ
ちゃ」とつぶやきながら乗り越えていく
男の子のお話。

ひこ・田中／著　講談社

　両親が子どもの頃に読んでいた本
を見つけたルカは、それをこっそり
読みたくなって…。本好きではない
少年の一週間の読書体験。

ぼくは本を読んでいる。

社
会
教
育
施
設

特
別
休
館
日
の
お
知
ら
せ

旧
山
田
家
住
宅

春
の
特
別
公
開

言
語
力
と
自
己
指
導
能
力

　

久
御
山
学
園
は
、
町
立
こ
ど
も
園
・
小
学

校
・
中
学
校
ま
で
を
一
つ
の
「
学
園
」
と
見

立
て
、
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
を
見
通
し
た
園

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
か
ら
の
支

援
を
得
な
が
ら
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て

る
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

各
こ
ど
も
園
・
学
校
で
は
、
「
言
語
力
と

自
己
指
導
能
力
※
１
」
の
育
成
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
取
組
の
結
果
「
子
ど
も
た
ち
の
自

己
肯
定
感
※
２
」
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
各
こ
ど
も
園
・
学
校
で
「
寄
り

添
う
」
「
褒
め
る
」
「
認
め
る
」
こ
と
の
大

切
さ
を
積
極
的
に
働
き
か
け
た
こ
と
や
、
家

庭
や
地
域
で
の
励
ま
し
の
言
葉
か
け
が
大
き

な
力
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

継
続
し
て
こ
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
前
向
き
に
物
事
を

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
行
動
へ

の
「
自
信
」
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

久
御
山
学
園
で
掲
げ
る
「
言
語
力
と
自
己

指
導
能
力
」
の
育
成
は
、
短
期
間
で
身
に
つ

け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
い

久

御山学園

ニュース
⑯

頃
か
ら
言
葉
に
慣
れ
親
し
ん
だ
り
、
成
功
体

験
を
積
み
重
ね
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た
多
様

化
し
た
社
会
で
、
自
ら
道
を
切
り
拓
き
、
生

き
抜
い
て
い
く
た
め
に
も
、
幼
児
期
の
育
ち

は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

目
標
に
向
け
て
頑
張
る
こ
と
や
、
自
分
は

で
き
る
と
思
う
こ
と
、
う
ま
く
い
か
な
く
て

も
我
慢
す
る
力
な
ど
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
子
ど
も
の
育
ち
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
・
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携

し
、
町
ぐ
る
み
で
将
来
の
久
御
山
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
た
め
に
も
、
引
き

続
き
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※
１　

出
来
事
や
情
報
を
受
け
止
め
、
主
体
的
に
判

断
し
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
て
い
く
力

※
２　

自
ら
の
価
値
や
存
在
意
義
を
肯
定
で
き
る
感

情
。
自
分
の
こ
と
が
好
き
で
、
今
の
自
分
に
満
足

し
て
い
る
気
持
ち
。

本
・
め
・
す
・
す
・
お

●

す
で
日
館
休
は

4月の図書館スケジュール
日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

5

12

19

26

6

13

20

27

4

11

18

25

3

10

17

24

7

14

21

28

※蔵書の特別整理のため4月16日㈫から19日㈮まで休館します。

▲悪天候でも部屋の中で新聞を水に見立てプール遊びを
　します（とうずみこども園）

▲こども園を訪問し、一緒に遊ぶ久御山中学校の生徒
　（さやまこども園）

▲憧れの存在である小学校のお兄さんやお姉さんとの交流
　（御牧小学校）

▲工夫して音読に取り組む児童（佐山小学校）
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元
号
改
正
に
伴
う
業
務
シ
ス
テ
ム
改
修
の

た
め
、
4
月
27
日
㈯
と
大
型
連
休
中
の
ゆ
う

ホ
ー
ル
休
館
日
で
あ
る
、
4
月
30
日（
火
・

祝
）、
5
月
1
日
㈬
の
両
日
、
ゆ
う
ホ
ー
ル

内
の
住
民
福
祉
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

の
業
務
を
休
業
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明

書
等
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

課
税
台
帳（
名
寄
帳
）の
閲
覧
と
土
地
･
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
の
所
在
地
、
評

価
額
、
課
税
標
準
額
等
を
記
載
し
た
「
課
税

台
帳（
名
寄
帳
）」
で
、
年
税
額
等
を
確
認
で

き
ま
す
。
ま
た
、
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を

記
載
し
た
「
縦
覧
帳
簿
」
で
、
所
在
地
別
に

評
価
額
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
期
間
中
の
閲
覧

･
縦
覧
は
無
料
で
す
。

　

縦
覧
期
間
／
4
月
1
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈮

（
土
･
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

対
象
／
久

御
山
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者（
縦
覧
は
、

土
地
だ
け
の
納
税
者
は
土
地
だ
け
、
家
屋
だ

け
の
納
税
者
は
家
屋
だ
け
に
限
ら
れ
ま
す
）。

相
続
人
は
戸
籍
謄
本
な
ど
が
、
納
税
管
理
人

･
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要　

必
要
な
も
の

／
運
転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
な
ど
本
人
確

認
の
で
き
る
書
類　

問
合
せ
／
税
務
課

　

こ
れ
ま
で
は
、
町
税
や
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
付
に
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

に
は
「
口
座
振
替
済
通
知
書
」
ま
た
は
「
口

座
振
替
領
収
済
通
知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま

し
た
。

　

平
成
31
年
度
分
以
降
は
通
知
書
の
送
付
を

廃
止
し
ま
す
。
口
座
振
替
の
結
果
は
、
預
貯

金
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
分
は
送
付
し
ま
す
。

■
な
ぜ
送
付
を
廃
止
す
る
の
？

　

①
昨
年
度
か
ら
預
貯
金
通
帳
へ
の
印
字
を

よ
り
明
確
化
し
た
こ
と
②
省
資
源
化
推
進
及

び
経
費
削
減
の
観
点
か
ら

■
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）

　

は
引
き
続
き
送
付

　

継
続
検
査
（
車
検
）
が
必
要
な
車
両
の
軽

自
動
車
税
は
、「
口
座
振
替
済
通
知
書
」兼「
軽

自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）」

を
引
き
続
き
送
付
し
ま
す
。（
原
動
機
付
自

転
車
な
ど
、
継
続
検
査
（
車
検
）
が
不
要
な

車
両
の
納
税
証
明
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
）

■
納
付
確
認
書
は
引
き
続
き
送
付

　

例
年
1
月
に
送
付
す
る
国
民
健
康
保
険
税

の
「
納
付
確
認
書
」、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
確
定
申
告
用
納
付

済
確
認
書
」
は
引
き
続
き
送
付
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
等
所
得
申
告
の
際
、
社
会
保
険

料
控
除
額
の
確
認
用
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
所
得
申
告
で
固
定
資
産
税
を
必
要
経

費
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
例
年
5
月
に

送
付
す
る「
納
税
通
知
書
」や「
課
税
明
細
書
」

で
税
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

問
合
せ
／
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
は
税

務
課
、
介
護
保
険
料
は
住
民
福
祉
課
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
国
保
健
康
課

　

町
税
や
水
道
料
金
な
ど
町
の
公
共
料
金
の

納
付
は
、
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
で

引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
や
役
場
の
窓
口
ま
で
出
向
い
て
納

付
す
る
手
間
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
付
を
忘

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度

申
し
込
む
と
毎
年
手
続
き
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

①
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
し
た
登
録

　

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行　

申
込
方
法
／
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
公

共
料
金
の
担
当
課
へ
預
貯
金
口
座
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
専
用
の

機
械
に
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
だ
け
で
登
録

で
き
ま
す
。

②
申
込
用
紙
を
利
用
し
た
登
録

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用
金

庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

京
都
や
ま
し
ろ
農
協
、
り
そ
な
銀
行
、
三
井

住
友
銀
行
、み
ず
ほ
銀
行
、三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、

関
西
み
ら
い
銀
行
、
南
都
銀
行　

申
込
方
法

／
税
･
料
金
の
担
当
課
ま
た
は
取
扱
金
融
機

関
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
（
口
座
振
替
納

付
依
頼
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
へ
預
貯
金
通
帳
と
届

出
印
を
持
参
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
税
務
課
ま
た
は
各
公
共
料
金
の

担
当
課

　

入
札
参
加
者
の
利
便
性
向
上
を
目
的
に
電

子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
建

設
等
工
事
に
係
る
入
札
に
つ
い
て
は
平
成
30

年
4
月
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
31

年
4
月
か
ら
は
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
に
つ
い
て
も
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
入
札
を
導
入
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
の

う
え
、
利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
（
す

で
に
京
都
府
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
で
利
用
者

登
録
し
て
い
る
場
合
で
も
、
シ
ス
テ
ム
上
で

久
御
山
町
の
利
用
者
登
録
が
必
要
）。

問
合
せ
／
行
財
政
課

　

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
町
内
の
空
き
家
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
、
利
用
希
望

者
に
紹
介
す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。
売
却
・

賃
貸
を
希
望
す
る
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る

人
や
、
所
有
し
て
い
る
家
屋
が
空
き
家
に
な

り
そ
う
だ
と
い
う
人
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

対
象
／
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
さ
れ
て
い

な
い
、
ま
た
は
近
く
同
様
の
状
態
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
住
宅（
一
戸
建
て
に
限
る
）

お
よ
び
、
工
場
等
の
売
買
及
び
賃
貸
物
件
。

※
一
度
以
上
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る

注
意
／
町
は
、
契
約
等
に
関
し
て
直
接
関
与

せ
ず
、
協
力
業
者
を
介
し
て
当
事
者
間
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
物
件
の
売
買
、
賃
貸
借
に
係
る
契
約

を
行
う
際
は
、
所
定
の
仲
介
手
数
料
が
発
生

し
ま
す　

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

■
生
け
垣
の
は
み
出
し

　

生
け
垣
は
、
町
の
美
観
や
緑
化
の
推
進
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
け
垣
の
枝

葉
が
道
路
上
に
は
み
出
す
と
、
通
行
す
る
と

き
に
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
事
故
を
誘
発
す

る
原
因
に
な
り
ま
す
。
生
け
垣
を
所
有
し
て

い
る
人
は
、
敷
地
か
ら
道
路
に
は
み
出
さ
な

い
よ
う
に
定
期
的
に
剪
定
す
る
な
ど
、
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
水
路
上
へ
の
橋
や
鉄
板
の
設
置

　

水
路
上
に
無
許
可
で
橋
や
鉄
板
な
ど
を
置

く
こ
と
は
不
法
占
用
に
な
り
ま
す
。
通
路
と

し
て
水
路
上
を
利
用
し
た
い
人
は
水
路
占
用

（
有
料
）
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

道
路
は
駐
車
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
迷
惑

駐
車
は
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
交
通

事
故
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
救
急
車

な
ど
緊
急
車
両
の
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
迷
惑
駐
車
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

　

高
齢
者
等
の
交
通
事
故
減
少
を
目
的
に
、

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す
。

　

対
象
／
町
内
在
住
で
平
成
29
年
4
月
1
日

以
降
に
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
65
歳

以
上
の
高
齢
者
ま
た
は
心
身
の
状
態
に
よ
り

返
納
し
た
人　

支
援
内
容
／
「
I
C
O
C
A
」

3
千
円
分（
カ
ー
ド
保
証
金
5
0
0
円
含
む
）

ま
た
は
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
利
用
回
数

券
3
千
円
分
を
1
回
に
限
り
発
行
し
ま
す
。

「
I
C
O
C
A
」
は
、
発
行
に
約
1
週
間
の

日
数
が
か
か
り
、
再
度
、
窓
口
に
受
け
取
り

に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す　

申
請
・
問
合
せ

／
印
鑑
と
公
安
委
員
会
が
発
行
す
る
運
転
経

歴
証
明
書
ま
た
は
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書

を
持
参
し
都
市
整
備
課
へ

　

路
線
バ
ス
や
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の
利
用

促
進
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
の
た
め
、
高
齢

者
専
用
バ
ス
回
数
券
等
購
入
高
齢
者
助
成
金

制
度
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
請
開
始
／
4
月
8
日
か
ら　

対
象
／
4

月
1
日
現
在
で
70
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
人

助
成
額
／
購
入
代
金
の
半
額
（
年
間
2
5
0
0

円
を
限
度
）　

注
意
／
高
齢
者
専
用
バ
ス
回

数
券
は
京
都
京
阪
バ
ス
㈱
の
路
線
し
か
使
用

で
き
ま
せ
ん　

申
請
･
問
合
せ
／
印
鑑
と
身

分
証
明
書
を
持
参
し
、
新
市
街
地
整
備
室
へ
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せ
ん
て
い

空
き
家
バ
ン
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
等
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
支
援

バ
ス
回
数
券・の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
回
数
券

高
齢
者
の
購
入
に
助
成

お
し
ら
せ

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
な
ど

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
拡
充

道
路・水
路
の
適
正
利
用
の
お
願
い

ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の

臨
時
休
業

今
年
度
分
か
ら
廃
止

口
座
振
替
領
収
済
通
知
書
の
送
付

町
税
や
公
共
料
金
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で
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左
表
の
よ
う
な
場
合
は
、
14
日
以
内
に
届

出
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、
保
険
税
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
い
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
た
人
で
、
次
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
／
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま

た
は
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
に
記
載
の
離
職
理
由
の

番
号
が
、
11
･
12
･
21
･
22
･
23
･
31
･
32

･
33
･
34
の
人
）　

軽
減
期
間
／
離
職
日
の

翌
日
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
（
会

社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
、
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
す
る
と
終
了
と
な
り
ま
す
）

軽
減
額
／
対
象
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を

1
0
0
分
の
30
と
み
な
し
て
国
民
健
康
保
険

税
を
算
出
し
ま
す　

申
請
･
問
合
せ
／
国
民

健
康
保
険
の
保
険
証
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
国
保
健
康
課
へ

　

町
の
子
育
て
支
援
医
療
制
度
は
、
1
か
月

1
医
療
機
関
2
0
0
円
の
自
己
負
担
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
院
は
中
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
、
入
院
は
満
18
歳
に
な
る
年

度
末
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
結
婚
し
て
い
る
人
（
事
実
婚
を

含
む
）や
福
祉
医
療
受
給
者
は
対
象
外
で
す
。

　

中
学
校
卒
業
後
、
18
歳
に
な
る
年
度
末
ま

で
の
間
に
入
院
し
た
と
き
は
、
医
療
費
を
病

院
等
の
窓
口
で
支
払
っ
た
あ
と
、
国
保
健
康

課
へ
還
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
還
付
手
続
き

　

対
象
者
が
入
院
し
、
医
療
機
関
等
で
医
療

費
（
高
額
療
養
費
を
含
む
）
の
精
算
が
済
ん

だ
あ
と
、領
収
書
（
原
本
）、保
険
証
、印
鑑
、

保
護
者
の
口
座
情
報
の
分
か
る
も
の
（
預
金

通
帳
な
ど
）
を
持
参
し
、
国
保
健
康
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
差
額
分
を
指
定

口
座
に
振
込
み
ま
す
。問

合
せ
／
国
保
健
康
課

　

65
〜
69
歳
の
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
が
対
象
で
、
病
院
等
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
2
割
（
現
役
並
所
得
者
は

3
割
）
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
額
療
養
費

に
係
る
自
己
負
担
限
度
額
が
低
く
な
り
ま

す
。助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
昭
和
25
年
8
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
人
】　

　

世
帯
全
員
が
所
得
税
非
課
税

【
昭
和
25
年
8
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
】　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
18
歳
未
満
60
歳
以
上
だ
け
の
世
帯
に
属
す

る
人
（
所
得
制
限
あ
り
）

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
で
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
を
常

時
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
等　

助
成
費
用
／

①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
加
入
時
に
必
要
な
加
入
料
金
及
び

付
属
品
セ
ッ
ト
に
係
る
初
期
費
用
（
在
宅
徘

徊
高
齢
者
1
人
に
つ
き
1
回
限
り
）②
年
度

内
に
支
払
っ
た
基
本
料
金
の
総
額
の
2
分
の

1
（
た
だ
し
、
3
千
円
が
上
限
）。
上
記
①

②
以
外
に
必
要
と
な
る
費
用
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
提
供

料
金
、
現
場
急
行
料
金
、
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換

代
金
な
ど
）
は
本
人
負
担　

申
請
･
問
合
せ

／
印
鑑
を
持
参
し
、
住
民
福
祉
課
へ

　
（
※
） 

位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
徘

徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
に
位
置
情
報
検
索
端

末
器
を
携
帯
し
て
も
ら
い
、
そ
の
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
た
と
き
、
介
護
者
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
応
じ
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら
の
電
波

を
受
信
し
、
そ
の
人
が
い
る
位
置
の
情
報
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活

動
を
す
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。
利
用
券
は
、
町
と
契
約

す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

4
月
中
に
申
請
し
た
人
に
は
、
1
年
分
を

発
行
し
ま
す
。

　

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
、下
肢
、

体
幹
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
ま
た
は
直
腸
、
肝
臓
）
1
級
か
ら
3
級
の

人
ま
た
は
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人　

申
請
･

問
合
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
･
印
鑑
を
持
参
し
、
住
民
福
祉
課
へ

　

義
足
や
人
工
関
節
を
使

用
し
て
い
る
人
、
内
部
障

害
や
難
病
、
妊
娠
初
期
の

人
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か
ら
は
分
か

ら
な
い
人
が
、援
助
を
得
や
す
く
な
る
よ
う
、

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
（
図
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
て
い
る
人
を

見
か
け
た
ら
、
電
車
･
バ
ス
で
は
席
を
ゆ
ず

る
、
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
声
を
か
け

る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

配
布
場
所
／
役
場
住
民
福
祉
課
、
京
都
府

山
城
北
保
健
所
福
祉
室　

問
合
せ
／
京
都
府

障
害
者
支
援
課
☎
0
7
5（
4
1
4
）4
5
9
8

　

道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
や
、
他
人

の
土
地
な
ど
に
犬
等
の
ふ
ん
を
放
置
す
る

と
、
と
て
も
不
衛
生
で
み
ん
な
が
不
快
に
感

じ
ま
す
。
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
地
域

の
環
境
美
化
の
た
め
に
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
飼
い
主
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
責

任
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

②
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
と
同
世
帯
で
、

全
員
が
所
得
税
非
課
税
（
18
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
が
、
寝
た
き
り
や
中
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
①
に
該
当
）

　

申
請
･
問
合
せ
／
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

持
参
し
国
保
健
康
課
へ
。
別
途
、
課
税
証
明

書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
在
宅
で
徘
徊
行
動
の
あ
る
認
知

症
高
齢
者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
等

を
支
援
す
る
た
め
、
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ

ス
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
※
）
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
対
象
／
久
御
山
町
に
住
所
を
有
す
る

　
「
く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
健
康
づ
く
り

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。

　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
が
各
種
健

（
検
）
診
の
受
診
や
健
康
を
テ
ー
マ
と
し

た
事
業
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
自
身
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
ポ
イ

ン
ト
を
貯
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
健

康
グ
ッ
ズ
な
ど
の
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

■
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
30
年
度
は
、
1
5
7
人
か
ら
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
員
に
参
加
賞
と
し
て
、
い
き
い
き

ホ
ー
ル
及
び
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
で
利
用
で
き
る
無
料
券
3
回
分

を
進
呈
。
抽
選
で
自
転
車
を
１
人
、
フ
ッ

ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー
を
１
人
、
ク
ロ
ス
ピ

ア
く
み
や
ま
・
旬
菜
の
里
共
通
賞
品
交
換

券
5
千
円
分
を
3
人
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み

全
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
活
動
例
と
し
て
は
、
地
域

で
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
年
間
を
と
お

し
て
活
動
を
行
い
、
地
域
の
住
民
が
自
由

に
参
加
で
き
る
開
か
れ
た
活
動
･
団
体
で

あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
金
額
／
対
象
活
動
に
必
要
な
備
品

や
消
耗
品
の
購
入
に
係
る
費
用
の
う
ち
、

金
額
に
応
じ
て
助
成　

申
込
／
交
付
申
請

書
、
必
要
書
類
を
住
民
福
祉
課
へ
。
1
年

間
の
活
動
報
告
を
添
付
し
、
年
度
末
の
申

請
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
相

談
く
だ
さ
い　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

や
ま
･
旬
菜
の
里
共
通
賞
品
交
換
券
千
円
分

を
10
人
の
合
計
15
人
に
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
6
月
1
日
号
広
報
く
み
や

ま
と
同
時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
応
募
は
が
き

付
）
を
配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

町
で
は
、
介
護
予
防
や
健
康
増
進
に
係
る

活
動
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
ま
た
は

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20
〜
60
歳

の
全
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
必
要
な
届

け
出
を
忘
れ
る
と
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
左
表
の
よ
う
な
と

き
は
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課
ま
た
は
ね
ん
き

ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
5
7
0（
0
0

3
）0
0
4
、
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話

か
ら
は
☎
0
3（
6
6
3
0
）2
5
2
5

は
い
か
い

老
人
医
療
費
助
成
制
度

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら

犬
等
の
ふ
ん
は
飼
い
主
の
責
任
で
す

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入・脱
退
は

14
日
以
内
に
届
け
出
を

子
育
て
支
援
医
療
制
度

入
院
は
18
歳
ま
で
対
象

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
事
故
を

防
ぐ
た
め
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
に
助
成

非
自
発
的
失
業
者
の

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

ポ
イ
ン
ト
貯
め
て
健
康
グ
ッ
ズ
を

　
●
く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

地
域
で
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
を
支
援

●
介
護
予
防･

健
康
づ
く
り
活
動
助
成

国
民
年
金
の
手
続
き

届出が必要な場合 届出に必要なもの

・職場の健康保険をやめた
・被扶養者からはずれた

国
保
に
加
入

国
保
を

脱
退　

・職場の健康保険に加入した
・被扶養者になった

▼職場の健康保険をやめた証明書、または
被扶養者ではない理由の証明書（※）▼マイ
ナンバーの分かるもの（通知カード、個人番
号カードなど）▼印鑑

▼国民健康保険証と職場の健康保険証（本
人および被扶養者）▼マイナンバーの分か
るもの▼印鑑

・生活保護を受けなくなった ▼保護廃止決定通知書（※）▼マイナンバー
の分かるもの、印鑑

※証明書や決定通知書は、即時発行されない場合があります。そのような場合は、
　国保健康課にご相談ください。

届け出が必要な場合 届出先

職
退
・
職
就

就職して厚生年金の
資格を取得した 勤務先

退職して厚生年金の
資格を喪失した

国　保
健康課

退職して厚生年金に
加入している配偶者に
扶養されるようになった

配偶者の
勤務先

配偶者が厚生年金に加入
している会社に就職して
扶養されるようになった

配偶者の
勤務先

配偶者が厚生年金に加入
している会社を退職して
扶養されなくなった

国　保
健康課

婚
離
・
婚
結
結婚して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れるようになった

配偶者の
勤務先

離婚して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れなくなった

国　保
健康課

収
減
・
収
増
収入が増えて厚生年金に
加入している配偶者に扶
養されなくなった

国　保
健康課

収入が減って厚生年金に
加入している配偶者に扶
養されるようになった

配偶者の
勤務先

助成対象
区　　分

助成金の額

5,000円
まで

対象活動に係る
費用の額

5,001円～
10,000円 5,000円

10,001円
以上

対象活動に係る
費用の2分の1
の額。ただし、
その額が10,000
円を超えるとき
は10,000円

※１団体につき、年10,000円
　以内の助成となります。算出
　した額に端数がある場合は、
　1,000円未満切捨

■介護予防・健康づくり活動助成金の額
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農
地
を
耕
作
す
る
目
的
で
売
買
し
た
り
生

前
贈
与
し
た
り
す
る
と
き
は
、
町
農
業
委
員

会
の
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
る
た

め
に
は
、
ゆ
ず
り
受
け
る
本
人
か
そ
の
世
帯

員
が
、
下
限
面
積
要
件（
経
営
農
地
面
積
30
㌃

以
上
）等
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ゆ
ず
り
受
け
る
本
人
が
未
成

年
等
で
耕
作
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
本
人
以
外
の
世
帯
員
が
農
地
を
耕
作

し
、
下
限
面
積
要
件
等
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
世
帯
員
と
は
、
本

人
と
同
一
住
所
に
住
ん
で
い
る
親
族
か
、
本

人
の
農
業
経
営
に
従
事
す
る
そ
の
他
の
2
親

等
内
の
親
族
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

贈
与
先
が
子
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
遠
隔

地
に
住
ん
で
い
る
等
で
親
の
農
業
に
従
事
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
別
世
帯
と
扱

い
ま
す
の
で
、
子
自
身
が
遠
隔
地
で
農
業
経

営
を
行
っ
て
い
な
い
限
り
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
要
件
や
、
詳
し
い
手
続
き
の
方

法
等
は
同
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。問

合
せ
／
同
会
事
務
局
（
産
業
課
内
）

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
従
事
者
が
よ
り
安

心
し
て
老
後
生
活
を
す
ご
せ
る
よ
う
、
国
民

年
金
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

加
入
対
象
や
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
加
入
対
象
者
／
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険

者
（
月
額
4
0
0
円
の
付
加
年
金
に
加
入

必
要
）
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
。

■
年
金
の
種
類
／
納
め
た
保
険
料
と
、
そ
の

運
用
益
で
年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式

（
確
定
拠
出
型
）
の
年
金
で
す
。

■
保
険
料
／
月
額
2
万
円
〜
6
万
7
千
円

（
千
円
単
位
）
の
間
で
自
分
で
決
め
る
こ

と
が
で
き
、
随
時
見
直
し
で
き
ま
す
。

■
保
険
料
の
国
庫
補
助
／
39
歳
ま
で
に
加
入

し
た
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
人
（
認
定

農
業
者
か
つ
青
色
申
告
者
等
）
は
、
月
額

4
千
円
か
ら
1
万
円
の
国
庫
補
助
を
最
長

20
年
間
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
国
庫
補
助
を
受
け
る
期
間
の
保
険
料

は
月
額
2
万
円
に
固
定
さ
れ
、
加
入
者
は

2
万
円
か
ら
国
庫
補
助
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳

し
い
要
件
等
は
町
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
税
制
上
の
優
遇
措
置
／
支
払
っ
た
保
険
料

は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
･
住
民
税
の
節
税
に
つ
な

が
り
ま
す
。

■
年
金
の
受
給
／
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
生

涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
年
金
に
相
当
す
る
額
が
、
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
同
会
事
務
局
（
産
業
課
内
）

　

携
帯
電
話
事
業
者
に
よ
る
新
し
い
電
波
の

利
用
開
始
に
伴
い
、テ
レ
ビ
映
像
に
影
響（
ノ

イ
ズ
等
の
発
生
）が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
影
響
が
出
た
場
合

は
、
7
0
0
Ｍ
Ｈ
ｚ（
㍋
㌹
）
利
用
推
進
協

会
で
、
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
一
般
社
団
法
人
7
0
0
M
H
z

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

0
1
2
0（
7
0
0
）0
1
2
（
I
P
電
話
の

場
合
は
有
料
☎
0
5
0（
3
7
8
6
）0
7
0

0
）　

※
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
10

時
（
土
･
日
曜
日
、
祝
日
を
含
む
）

　

対
象
／
府
内
在
住
・
在
勤
の
人　

申
込
／

受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
し
、
実

手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
、
保
育
ル
ー
ム
の
希
望

は
4
月
25
日
㈭
ま
で
に
環
境
保
全
課
へ

　

試
験
の
種
類
／
全
種
全
類　

試
験
日
／
6

月
2
日
㈰　

試
験
会
場
／
Y
I
C
京
都
工
科

自
動
車
大
学
校
（
京
都
市
）　

願
書
受
付
／

書
面
申
請
（
原
則
郵
送
） 

4
月
8
日
㈪
〜
15

日
㈪
に
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

京
都
府
支
部
（
〒
6
0
2
I
8
0
5
4  

京

都
市
上
京
区
出
水
通
油
小
路
東
入
る
京
都
府

庁
西
別
館
3
階
）、☎
0
7
5（
4
1
1
）

0
0
9
5
へ
。
願
書
は
町
消
防
本
部
に
あ
り

ま
す　

電
子
申
請  （
24
時
間
対
応
） 

4
月
5

日
㈮
〜
12
日
㈮
の
午
後
5
時
ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
所

定
の
画
面
か
ら
入
力
し
て
く
だ
さ
い　

問
合

せ
／
同
セ
ン
タ
ー
電
子
申
請
室
☎
0
5
7
0

（
0
7
）1
0
0
0（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

担
当
警
察
官
が
、
相
談
･
助
言
に
応
じ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。当
日
、

自
主
返
納
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話

予
約
が
必
要
で
す
。

　

日
時
／
4
月
16
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
京
都
岡
本
記
念
病
院
1
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス　

問
合
せ
／
宇
治
警
察
署
交
通
総
務
係

☎
0
7
7
4（
2
1
）0
1
1
0

　

開
催
日
／
5
月
19
日
㈰
、
22
日
㈬　

場
所

／
宇
治
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
宇
治
市
）　

参
加
資
格
／
町
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
（
即
日
入

会
可
能 

入
会
金
千
円
）　

参
加
費
／
2
千
円

プ
レ
ー
代
／
5
月
19
日=

1
万
3
3
0
0
円

（
昼
食
代
別
）、
22
日=

8
2
0
0
円
（
昼
食

代
込
）※
税
別　

申
込
／
5
月
4
日（
土
・
祝
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
幹
事
へ　

主
催
／

町
ゴ
ル
フ
協
会　

問
合
せ
／
同
会
会
長
の
小

坂
守
さ
ん
☎
0
7
7
4（
4
1
）7
2
2
3

　

町
で
は
、
5
月
か
ら
手
話
教
室（
入
門
課

程
）を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
前
に
、
皆
さ
ん

の
「
手
話
っ
て
ど
ん
な
も
の
？
」「
続
け
ら

れ
る
か
な
？
」
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

短
期
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
日
体
験
で

す
の
で
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
4
月
24
日
㈬　

午
後
7
時
〜
8
時

30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

対
象
／
町
内

在
住
･
在
勤
で
手
話
に
興
味
の
あ
る
人　

定

員
／
10
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
） 

受
講
料
／
無
料　

申
込
･
問
合
せ
／
4
月
16

日
㈫
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
。
保
育
ル
ー
ム

有
。
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
可

　

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
献
血
を
す
る
際
は
、
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過
し

て
い
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
4
時　

場
所
／
イ
オ
ン
久

御
山
店
1
階
憩
い
の
広
場　

そ
の
他
／
16
〜

17
歳
の
人
は
2
0
0
ml
だ
け
可
能
で
す
。
65

歳
以
上
の
人
は
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験

の
あ
る
人
に
限
り
ま
す　

問
合
せ
／
国
保
健

康
課
ま
た
は
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
5（
6
0
3
）8
8
0
0

施
す
る
会
館
･
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
･

F
A
X
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立
城

南
勤
労
者
福
祉
会
館
･
城
南
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21

I
8
）☎
0
7
7
4（
4
6
）0
6
8
8
、0
7
8
0

　

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南

で
は
、
出
張
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
25
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

（
無
料
駐
車
場
有
）　

対
象
／
15
歳
〜
39
歳
の

人
で
仕
事
に
つ
い
て
い
な
い
人
（
学
生
を
除

く
）
や
そ
の
家
族　

費
用
／
無
料　

申
込
･

問
合
せ
／
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南
☎
0
7

7
4（
5
4
）5
3
8
0

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
家
庭

等
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
省
エ
ネ
対
策

の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
と
し
て
人
気

の
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

日
時
／
5
月
9
日
㈭　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
交
流
ホ
ー
ル　

対
象
／
地
球
温
暖
化
問
題
･
省
エ
ネ
対
策
に

関
心
の
あ
る
町
内
在
住
・
在
勤
の
人　

内
容

／
冷
蔵
庫
の
整
理
整
頓
と
食
品
ロ
ス
削
減
を

通
じ
た
家
庭
で
の
省
エ
ネ
対
策　

講
師
／
整

理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
本
紗
弥
香
さ
ん

定
員
／
40
人　

申
込
･
問
合
せ
／
参
加
申
込
、

農
地
の
売
買
や
贈
与
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

農
業
者
年
金
は
、国
民
年
金
に

上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
制
度
で
す

催
し
・
募
集

テ
レ
ビ
視
聴
に
関
す
る
重
要
な
お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験

運
転
免
許
証
自
主
返
納
受
付
と
相
談
会

町
総
合
体
育
大
会  

ゴ
ル
フ
大
会

プ
レ
入
門  
短
期
手
話
講
習
会

献　

血

若
者
や
家
族
の
就
職
相
談

第
１
回
省
エ
ネ
対
策
学
習
会

　私たちは毎日の生活の中で意識していなくてもさまざまな「契約」を
しています。巧妙な手口の悪質商法の被害を未然に防ぐため、契約に
関する基礎知識を身につけておくことが大切です。
　「契約」とは、法的責任を伴う約束のことで、当事者双方の合意によ
って成立します。売買契約の場合、「売りたい」というお店と「買いた
い」という顧客の意思が合致すれば契約が成立します。コンビニで飲
み物を買ったりすることも契約に当たります。
　契約が成立すると、正当な理由がない限り、一方的に取り消すことは
できません。取消や変更ができた場合でも時間と労力がかかります。契
約の金額が高いものや、電気・ガス・電話など生活に不可欠な契約は、
慎重にする必要があります。
▼消費者へのアドバイス
①契約する際は、相手方の名前、住所などを必ず確認。悪質な業者は、
事務所が架空であることがあります。

②価格や商品名、サービス内容をきちんと理解して契約する。また、そ
の契約内容が自分の希望する用途にあっているか確認する。例えば、
スマホを購入する場合、スマホで何がしたいかを整理し、その目的に
合ったスマホを選ぶ。

③解約条件なども確認し、自分に不利な条件はないか確認する。
④「絶対もうかる」「絶対痩せる」など勧誘者が甘い言葉で売り込んで
くる場合は、注意が必要です。
▼トラブルになった場合
　注意をしていても販売する事業者と消費者とでは、交渉力、情報力
の差は歴然としており、多くの消費者がトラブルに遭ってしまいます。
　トラブルに巻き込まれた場合、役場では、毎週木曜日に消費生活相談
員が無料相談を受け付けています。京都府消費生活安全センター☎
075(671)0004、京都府山城広域振興局商工労働観光室☎
0774(21)2103でも相談を受け付けています。ひとりで悩まずにお気
軽にご相談ください。詳しくは、役場産業課へお問い合わせください。

「契約」とは？

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。

■城南勤労者福祉会館の教室　※他のコースもあります
講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等
ヨーガ
教室

4/16
㈫～

5/16～
6/20㈭

10:00～
　 11:30 6

レッツクック
教室

4/16
㈫～

13:30～
　16:30 1 1,500円

3,000円

■城南地域職業訓練センター講座　※他のコースもあります

はじめての
ワード（活用）

4/18
㈭～

5/17～5/29
（月・水・金）

9:30～
　 15:30 10人6

はじめての
エクセル
（活用）

4/30
（火・休）～

9:30～
　 15:30 10人6

講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等

男性
16人

20人

5/16㈭

5/31～6/12
（月・水・金）

15,000円

15,000円
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京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
」「
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
、
が

ん
に
関
わ
る
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
9
日
㈫
、
5
月
14
日
㈫
、
6

月
11
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
3
時
30

分　

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
（
山
城

広
域
振
興
局
宇
治
総
合
庁
舎
内
）　

相
談
員

／
同
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師　

相
談
料
／
無
料　

予
約
／
実
施
日
の
前
日
午

後
4
時
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
南
区

東
九
条
下
殿
田
町
43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
2

階
）　

0
1
2
0（
0
7
8
）3
9
4
へ

※
同
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
及
び
対
面
相
談

を
、
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）
の
午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
認
知
症
の
予
防

や
介
護
相
談
な
ど
、
地

域
や
家
族
の
支
援
を
手

助
け
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
す
ご
す
カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
も
そ
の
家
族
も
地
域
の
人
も

参
加
自
由
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
す
。

　

日
時
･
場
所
／
①
4
月
9
日
㈫　

午
後
2

時
〜
4
時=

荒
見
苑
②
4
月
11
日
㈭　

午
後

2
時
〜
4
時=

ほ
っ
と
ハ
ウ
ス「
チ
エ
さ
ん
」

（
ゆ
う
ホ
ー
ル
角
の
信
号
を
北
へ
30
㍍
の
民

家
）　

内
容
／
①
お
花
見
①
②
お
菓
子
作
り
・

脳
ト
レ
、
認
知
症
・
介
護
相
談
な
ど
（
認
知

症
や
介
護
相
談
の
場
合
は
要
予
約
）　

参
加

費
／
2
0
0
円
（
コ
ー
ヒ
ー
･
お
菓
子
付
） 

予
約
･
問
合
せ
／
同
協
議
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
何
か
し
た

い
」「
地
域
で
新
し
い
活
動
を
し
た
い
」
な

ど
、
行
き
場
を
求
め
て
い
る
中
高
年
の
男
性

の
「
お
や
じ
の
た
め
の
、
お
や
じ
だ
け
の
」

居
場
所
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。申
込
不
要
、

歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
4
月
24
日
㈬　

午
前
10
時
ほ
っ
と

ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」
集
合　

行
先
／
古
川

堤
防
、
四
松
明
神
（
市
田
）、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、

イ
オ
ン
（
昼
食
･
解
散
）　

対
象
／
65
歳
以

上
の
男
性　

参
加
費
／
無
料　

問
合
せ
／
同

協
議
会

　

京
都
府
で
は
、
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
を

促
進
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
･
父
及
び
寡

婦
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
実
務
者

研
修
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
／
6
月
9
日
･
23
日
、
7
月
14
日
･

28
日
、
8
月
18
日
、
9
月
1
日
･
15
日
･
22

日
、
10
月
13
日
･
20
日
、
11
月
3
日
･
10
日

･
24
日
、
12
月
1
日
。
い
ず
れ
も
日
曜
日
の

全
14
回
。
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
15
分　

会

場
／
京
都
保
育
福
祉
専
門
学
院
（
京
都
市
西

京
区
樫
原
百
ケ
池
3
）　

対
象
／
京
都
府
内

在
住
（
京
都
市
除
く
）
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
･
母
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
で
、
第

32
回
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
希
望
の
人

（
そ
の
他
要
件
有
）　

定
員
／
10
人　

費
用
／

1
3
8
2
4
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）　

問
合
せ

／
京
都
府
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
0
7
5（
6
6
2
）3
7
7
3

　

町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

男
性
を
対
象
に
、
日

々
の
生
活
の
料
理
に

関
す
る
困
り
ご
と
解
決
や
参
加
者
の
交
流
を

目
的
に
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
26
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後

2
時　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室　

内
容
／
4
月
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理　

定
員

／
20
人　

費
用
／
5
0
0
円　

申
込
･
問
合

せ
／
4
月
22
日
㈪
ま
で
に
同
協
議
会
へ

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
親
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
所
を
設
け
て
、
遊
び
や
学
習
、

ご
飯
作
り
な
ど
を
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
の
応

／
4
月
17
日
㈬
ま
で
に
同
協
議
会
へ

　

学
童
保
育
（
仲
よ
し
学
級
）
指
導
員
の
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
／
①
常
勤
指
導
員
②
特
別
支
援

指
導
員
③
代
替
指
導
員　

応
募
資
格
／
①
は

教
員
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
等
を
所
持
、

も
し
く
は
児
童
福
祉
事
業
に
2
年
以
上
の
勤

務
経
験
が
あ
る
人　

雇
用
期
間
／
随
時
〜
9

月
30
日
（
更
新
の
可
能
性
有
）　

勤
務
時
間

等
／
①
②
月
〜
金
曜
日
は
午
後
1
時
30
分
〜

6
時
、
長
期
休
業
期
間
中
･
土
曜
日
は
午
前

8
時
〜
午
後
5
時
③
月
〜
金
曜
日
は
午
後
2

時
〜
6
時
、
長
期
休
業
期
間
中
･
土
曜
日
は

午
前
8
時
〜
午
後
5
時　

賃
金
／
①
時
給
1

0
3
0
円
②
時
給
千
円
③
時
給
千
円
、
基
本

給
5
千
円　

勤
務
場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
東
角

小
学
校
内
の
い
ず
れ
か
の
仲
よ
し
学
級　

募

集
人
数
／
若
干
名　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

　

通
学
時
の
安
全
を
守
る
交
通
指
導
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
／
お
お
む
ね
60
歳
ま
で
の
人　

雇
用
期
間
／
随
時
〜
平
成
32
年
3
月
31
日

（
更
新
の
可
能
性
有
） 　
勤
務
時
間
等
／
午
前

7
時
30
分
〜
8
時
30
分（
週
3
〜
4
日
）　

給

与
／
時
給
1
8
2
0
円
、
基
本
給
5
9
0
0
円

（
勤
務
年
数
に
よ
り
加
算
金
有
）　

勤
務
場
所

／
小
学
校
区
内
の
2
か
所
程
度　

募
集
人
数

／
1
人　

申
込
･
問
合
せ
／
学
校
教
育
課

　

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
②
予
備
自
衛
官

補（
一
般
･
技
能
）③
幹
部
候
補
生（
一
般（
大

卒
程
度
･
院
卒
者
）･
歯
科
･
薬
剤
科
）④
一

般
曹
候
補
生
（
第
1
回
）　

対
象
／
①
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
人
②
一
般:

18
歳
以
上
34

歳
未
満
の
人
、
技
能:

18
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
等
を
有
す
る
人
（
資
格
に
よ
り
年
齢

の
上
限
有
）③
一
般
（
大
卒
程
度
）:

22
歳
以

上
26
歳
未
満
の
人
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の

人
は
大
卒
（
見
込
含
））
修
士
課
程
修
了
者

等（
見
込
含
）は
28
歳
未
満
、一
般（
院
卒
者
）:

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
で
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
人
、歯
科:

専
門
の
大
卒
（
見

込
含
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
、薬
剤
科:

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20
歳
以
上
28
歳
未

満
の
人
④
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人　

受
付

期
間
／
①
年
間
を
通
じ
て
受
付
②
4
月
12
日

ま
で（
第
1
回
）③
5
月
1
日
ま
で
④
5
月
15

日
ま
で（
第
1
回
）　

受
付
･
問
合
せ
／
宇
治

地
域
事
務
所
（
宇
治
市
広
野
町
西
裏
71
I
5 

Ｓ
・
Ｃ  

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
2
0
2
号
室
）☎
0
7
7

4（
4
4
）7
1
3
9

援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間
か
ら
の
参

加
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

日
程
／
左
上
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／

10
人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
夕
食
材
料

費
1
0
0
円　

申
込
･

問
合
せ
／
町
母
子
寡
婦

（
さ
つ
き
）会  

南
る
り

江
さ
ん
☎
0
7
7
4

（
4
5
）0
2
8
4
（
午

後
6
時
〜
9
時
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

（
修
理
の
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所
／

ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交
換

が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
／
予
約
不

要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ
の
他
／
も
の
に
よ
り
修
理

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も

ち
ゃ
を
再
利
用
し
ま
す
の
で
、

寄
付
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

問
合
せ
／
同
協
議
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
未
就
園
の
子
ど

も
と
保
護
者
を
対
象
に
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
22
日
㈪　

午
前
10
時
〜
午
後

0
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習

室　

内
容
／
ク
ッ
キ
ン
グ　

定
員
／
10
組　

参
加
費
／
1
組
2
0
0
円　

申
込
・
問
合
せ

【
行
政
･
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
／
4
月
9
日
㈫　

 

午
前
10
時
〜
午

後
3
時　

場
所
／
役
場
1
階
相
談
室
1

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
4
月
9
日
㈫
･
23
日
㈫　

午
前
10

時
〜
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
･
電
話
相
談

と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
当
日
も
受
付

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
木
曜
日　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
役
場
2
階
会
議
室
22

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
･
児
童
･
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 

午
前
10
時
〜
午
後
5
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー

ル
2
階
教
育
相
談
室
（
予
約
は
電
話
で
教
育

相
談
室
☎
0
7
7
4
（
4
6
）
5
6
4
0
へ
）

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

こ
ど
も
園
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
18
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
み
ま
き
･
さ
や
ま
･
と
う
ず
み
の
各

こ
ど
も
園
と
分
園
（
電
話
で
の
相
談
は
毎
週

木
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午
後
4
時
ま
で
お
受

け
し
ま
す
）

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
・
在
勤
者
を
対
象
と
し
た
弁
護

士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
4
月
18
日
㈭　

午
後
1
時
〜
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
1
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
4
月
2
日

㈫
か
ら
同
協
議
会
へ
。
6
人
ま
で

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
・
在
勤
者
を
対
象
と
し
た
司
法

書
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
4
月
25
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込

／
4
月
2
日
㈫
か
ら
同
協
議
会
へ
。
6
人

ま
で

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
4
月
25
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み

に
、
相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　

日
時
／
4
月
5
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
役
場
1
階
相
談
室　

問
合
せ
／
京
都

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
☎
0
7
7
4

（
6
3
）5
7
4
5

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
。電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
11
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
4
月
11
日
㈭
･
25
日
㈭　

午
後
1

時
〜
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
0
7
5（
6
3
1
）3
4
2
1

相
談
時
間
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

出
張
が
ん
個
別
相
談

介
護
実
務
者
研
修
講
座

学
童
保
育
指
導
員
を
募
集（
臨
時
職
員
）

交
通
指
導
員
を
募
集

自
衛
官
な
ど
募
集

男
ひ
と
り
の
過
ご
し
方（
料
理
教
室
）

お
も
ち
ゃ
病
院（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

地
域
の
居
場
所

「
お
こ
し
や
す 

こ
も
れ
び
プ
ラ
ザ
」

「
お
や
じ
の
た
ま
り
場
カ
フ
ェ
」

歩
こ
う
会

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

相
談

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。

区分 水曜開催 金曜開催

5月

4月 3日、10日、
17日、24日

1日、8日、
15日、22日、
29日

3日、10日、
17日、24日、
31日

5日、12日、
19日、26日

時間 午後４時30分～８時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、
夕食作り

ほっとハウス「チエさん」は、ゆうホール
角の信号のある交差点を北へ約30㍍。
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申
込
は
4
月
2
日
㈫　

午
前
9
時
〜

　
　

9
日
㈫
の
午
後
9
時

　
　
【
休
館
日
】毎
週
月
曜
日
。29
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

は
開
館
、
30
日（
火
・
休
）、　

　
　
　
　
　
　

5
月
1
日（
水
・
祝
）は
休
館
。

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
4
月
9
日
㈫
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

　

日
時
／
4
月
12
日
㈮
･

26
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

対
象
／
町
内
在

住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の

人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式

で
、
小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す　

定
員
／
30
人
。
申
込
不
要　

費
用
／
1
0
0
円

　

日
時
／
4
月
13
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
年

生
以
上
の
人
（
大
人
の
参
加
可
）　

内
容
／

漢
字
学
習
と
書
写
教
室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
①
4
月
13
日
㈯

午
後
7
時
〜
8
時
②
4
月

27
日
㈯　

午
後
7
時
30
分

〜
8
時
30
分
（
雨
天
･
曇

天
中
止
。
受
付
は
終
了
時

間
の
30
分
前
ま
で
）　

内
容
／
①
月
と
春
の

星
座
を
観
察
②
春
の
星
座
を
観
察　

対
象
／

星
空
に
興
味
の
あ
る
人
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

　

日
時
／
4
月
14

日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午　

対
象
／

町
内
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
。
小
学
1
〜
3
年
生
は
保

護
者
同
伴　

内
容
／
顕
微
鏡
を
使
っ
て
植
物

の
体
を
調
べ
ま
す　

定
員
／
10
組

　

日
時
／
4
月
14
日
㈰　

午
後
2
時
〜
3
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
。
小
学
1

〜
3
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
花
や
野

菜
の
種
を
ま
き
ま
す　

定
員
／
10
組　

費
用

／
1
0
0
円

　

日
時
／
4
月
17
日
㈬
･
24
日
㈬　

午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤

で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生

の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を
楽
し

く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不
要　

費
用
／
資
料
代

　

日
時
／
4
月
17
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以

上
の
人　

内
容
／
映
画
「
モ
ガ
ン
ボ
」
を
鑑

賞　

定
員
／
25
人
。
申
込
不
要

　

日
時
／
4
月
18
日

㈭　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

対
象
／
町

内
在
住
の
お
お
む
ね

50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。

申
込
不
要

　

日
時
／
4
月
21
日
㈰

①
午
前
9
時
〜
正
午
②

午
後
2
時
〜
5
時
（
①

②
の
い
ず
れ
か
選
択
）

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上（
小
学
生
・

親
子
・
大
人
だ
け
の
参
加
可
）　

内
容
／
杉

板
で
簡
単
な
工
作
（
電
動
糸
の
こ
使
用
）　

定
員
／
各
8
人　

費
用
／
1
0
0
円

　

日
時
／
4
月
27
日
㈯

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在

住
の
小
･
中
学
生
と
保

護
者　

内
容
／
囲
碁
を

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

種

目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を

無
料
開
放
。
申
込
不
要

　

日
時
／
4
月
23
日
〜
6
月
18
日
（
4
月
30

日
を
除
く
）の
毎
週
火
曜
日
。
8
回
コ
ー
ス
。

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

対
象
／
15
歳
以
上

の
人（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
黒
川
ま
さ

み
さ
ん　

定
員
／
35
人　

費
用
／
3
2
0
0
円

　

日
時
／
5
月
9
日
〜
6
月
27
日
の
毎
週
木

曜
日
。
8
回
コ
ー
ス
。
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分　

対
象
／
15
歳
以

上
の
人（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
髙
橋
恭
子
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／

3
2
0
0
円

　

日
時
／
5
月
11
日
〜
6
月
29
日
（
6
月
15

日
を
除
く
）の
毎
週
土
曜
日
。
7
回
コ
ー
ス
。

午
後
2
時
〜
4
時　

対
象
／
町
内
在
住
・
在

学
の
小
学
3
〜
6
年
生
の
女
子　

講
師
／
北

村
啓
子
さ
ん
、
和
田
敏
江
さ
ん　

定
員
／
30

人　

費
用
／
7
0
0
円

　

日
時
／
5
月
11
日
〜
6
月
22
日
（
6
月
15

日
を
除
く
）の
毎
週
土
曜
日
。
6
回
コ
ー
ス
。

午
後
3
時
〜
4
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
園

野
球
場　

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生　

講
師
／
久
御
山

バ
イ
ソ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ　

定
員
／
30
人　

費

用
／
6
0
0
円

　

日
時
／
5
月
11
日
〜
7
月
6
日
（
5
月
18

日
、
6
月
22
日
を
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
。

7
回
コ
ー
ス
。
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

対

象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
4
･
5
歳
児（
年

中
・
年
長
）と
そ
の
保
護
者　

講
師
／
荒
井
敏

江
さ
ん　

定
員
／
15
組　

費
用
／
7
0
0
円

　

日
時
／
5
月
13
日
〜
7
月
1
日
の
毎
週
月

曜
日
。
8
回
コ
ー
ス
。
午
後
7
時
30
分
〜
8

時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生

を
除
く
）　

内
容
／
腹
筋
や
背
筋
な
ど
の
体

幹
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え

ま
す　

講
師
／
永
井
英
聡

さ
ん　

定
員
／
20
人　

費

用
／
3
2
0
0
円

　
　
　

申
込
は
4
月
2
日
㈫　

午
前
9
時
か
ら
。

　
　

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

　
　

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　

町
バ
ス
を
利
用
し
、
U
C
C
滋
賀
工
場
と

藤
居
本
家
で
、
コ
ー
ヒ
ー
と
日
本
酒
の
工
場

施
設
見
学
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
23
日
㈫　

午
前
8
時
40
分
〜

午
後
3
時　

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

定
員
／
20
人　

費
用
／
2
千

円
（
昼
食
代
込
）

　

季
節
の
草
花
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
を
作
り

ま
す
。

　

日
時
／
4
月
27
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

講
師
／
石
川
潤
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用

／
1
5
0
0
円　
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
軍

手
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

　

次
の
年
間
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
季
節
の
料
理
教
室

　

旬
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
2
火
曜
日
の
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時
。
初
回
開
催
5
月
14
日
㈫ 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

講
師
／
大
谷
洋
子
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費

用
／
年
会
費
2
千
円
、
材
料
費
8
0
0
円
（
参

加
ご
と
）　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

三
角
巾
、
タ
オ
ル

●
男
の
料
理
教
室

　

男
性
が
料
理
作
り

に
挑
戦
し
、
作
る
楽

し
さ
を
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
2

土
曜
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
0
時
30
分
。
初
回
開
催
5
月
11
日
㈯

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
男

性　

講
師
／
田
井
秀
樹
さ
ん　

定
員
／
16
人

費
用
／
年
会
費
2
千
円
、
材
料
費
千
円
（
参

加
ご
と
）　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

三
角
巾
、
タ
オ
ル

●
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室

　

み
ん
な
で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
ま
す
。
毎

月
の
練
習
の
ほ
か
、
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
出
演
し
ま
す
。
新
規
参
加
者
は
通
年

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
1
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
。
初
回
開
催
4
月
13
日
㈯　

対
象

／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
･
中
学
生　

講
師

／
久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー　

費
用
／
年
会
費

5
0
0
円

　
【
休
館
日
】
毎
週
日
曜
日
（
第
2
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
を
除
く
）、
月
曜
日
･
祝
日

　

日
時
／
4
月
14
日
㈰　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
9

時
〜
午
後
4
時
）

　

日
時
／
4
月
25
日
㈭　
午
前
10
時
30
分
か
ら

　

日
時
／
4
月
26
日
㈮　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
2
階

基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
4
月
29
日（
月
・
祝
）　

午
前
9
時

〜
午
後
3
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
小

学
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
（
幼
児
参
加

可
）　

内
容
／
天
ヶ
瀬
ダ
ム
白
川
林
道
で
ハ

イ
キ
ン
グ
と
野
鳥
観
察　

定
員
／
20
人

　
　
　

申
込
は
4
月
2
日
㈫　

午
前
9
時
か
ら

　
　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　

日
時
／
4
月
7
日

㈰
・
14
日
㈰=

午
前
10

時
〜
10
時
40
分
、
4
月

11
日
㈭
・
25
日
㈭=

午

後
7
時
〜
7
時
40
分

（
い
ず
れ
か
1
日
選
択
）
対
象
／
12
歳
以
上

の
人
（
小
学
生
を
除
く
）
内
容
／
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
、
機

器
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス　

定
員
／
各
15
人　

費
用
／
5
0
0
円

（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要
）　

そ
の
他
／
町
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
の
人

は
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
（
運
転

免
許
証
・
社
員
証
・
学
生
証
な
ど
）

　

日
時
／
4
月
13
日
㈯　

午
前
9
時
〜
正
午

漢
字
出
直
し
塾

週
末
の
星
空
観
察
会

小
学
生（
親
子
）科
学
教
室

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

身
近
な
野
鳥
観
察
会

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
じ
め
て
の
日
曜
大
工

小･
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

花
と
野
菜
を
育
て
る
教
室

童
謡
を
楽
し
む
会

春
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

寄
せ
植
え
教
室

年
間
講
座

日
曜
開
館

4
月
の
お
楽
し
み
会

お
や
こ
ひ
ろ
ば

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
夜
間
の
部
）

食
文
化
講
座

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

中
央
公
民
館
の
催
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

町
の
施
設

漢
字
の
達
人
教
室・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

総
合
体
育
館
の
催
し

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。
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1歳8か月児健診（3月15日）で
見つけたかわいい笑顔です。

ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
5
日
㈮
･
19
日
㈮　

正
午
〜

午
後
3
時　

場
所
／
中
央
公
民
館　

内
容
／

昼
食
団
ら
ん
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム　

問
合

せ
／
住
民
福
祉
課

　

家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
心
の
健
康
に
不

安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と
交
流
し
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
す
ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ

■
持
ち
物
／
接
種
券
（
3
月
末
に
郵
送
の
緑
色

の
用
紙
）、
一
部
負
担
金
2
5
0
0
円
、
健

康
保
険
証
な
ど
本
人
と
分
か
る
も
の

■
免
除
制
度
／
生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
、
中
国
残
留
邦
人
の
人
は
、
一
部
負

担
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
接
種
前
に
、
国
保
健

康
課
で
免
除
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

高
齢
者
の
肺
炎
で
最
も
多
い
「
肺
炎
球
菌
」

に
よ
る
肺
炎
の
発
病
・
重
症
化
の
予
防
の
た
め
、

予
防
接
種
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
31
年
度
以
降
の
対
象
者
を
65
歳

の
み
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
の
決

定
に
よ
り
、
引
き
続
き
70
歳
以
上
の
「
こ
れ
ま

で
一
度
も
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
人
」
に
も
接

種
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
接
種
期
間
／
4
月
1
日
㈪
〜
2
0
2
0
年
3

月
31
日
㈫

■
接
種
対
象
者

①
町
内
在
住
の
下
表
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る

人
。（
該
当
の
人
に
は
接
種
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
に
限
り
1
0
1
歳
以
上
の

人
も
対
象
で
す
）

②
町
内
在
住
の
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
が
あ
る
人
。
役
場
へ
接
種
券
の
申
込
が
必

要
。

【
注
意
】▼
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
23
価
）

を
接
種
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
▼
長
期
に

わ
た
る
疾
病
や
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
に
よ

り
、
接
種
対
象
期
間
に
定
期
接
種
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
に
は
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
接
種
回
数
／
期
間
中
1
回

■
接
種
場
所
／
久
御
山
町
･
宇
治
市
･
城
陽　

市
な
ど
京
都
府
内
の
協
力
医
療
機
関

定員について、抽選の場合は「（定員を超える場合は抽選）」と注釈を入れます、それ以外は先着です。

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
国
の
協
力
医
療
機

関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に

協
力
医
療
機
関
に
連
絡
し
、
ク
ー
ポ
ン
券

と
保
険
証
等
の
氏
名
･
住
所
･
生
年
月
日

が
記
載
さ
れ
た
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
平
成
31
年
4
月
中
に
、
昭

和
47
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
54
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
男
性
に
郵
送
し
ま
す
。
ク
ー

ポ
ン
券
が
届
か
な
い
、
ま
た
は
、
平
成
31

年
4
月
1
日
以
降
で
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く

ま
で
に
抗
体
検
査
･
予
防
接
種
を
希
望
の

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
47
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
男
性
に
も
、
来
年
度
以
降

に
順
次
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
す
が
、

今
年
度
に
抗
体
検
査
･
予
防
接
種
を
希
望

す
る
場
合
は
発
行
し
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。問

合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
風
し
ん
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
抗
体
保
有
率
の
低
い
世

代
の
男
性
を
対
象
に
風
し
ん
抗
体
検
査
と

M
R
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
を
無
料
で

行
い
ま
す
。

■
対
象
／
抗
体
検
査=

昭
和
37
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
54
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
男
性　

予
防
接
種=

上
記
対
象
者

の
う
ち
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体

価
が
低
い
男
性
。
た
だ
し
、
次
の
①
②
③

に
該
当
す
る
人
は
抗
体
検
査
･
予
防
接
種

と
も
に
対
象
外
で
す
。④
に
該
当
す
る
人

は
抗
体
検
査
を
実
施
せ
ず
、
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

②
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、
M
R
ワ
ク
チ
ン
、

M
M
R
（
麻
し
ん
･
風
し
ん
･
お
た
ふ
く

三
種
混
合
）
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人

③
平
成
26
年
4
月
以
降
に
風
し
ん
の
抗
体
検

査
を
受
け
、
そ
の
記
録
が
あ
り
、
結
果
が

陽
性
で
あ
っ
た
人

④
平
成
26
年
4
月
以
降
に
風
し
ん
の
抗
体
検

査
を
受
け
、
そ
の
記
録
が
あ
り
、
結
果
が

陰
性
で
あ
っ
た
人

■
受
け
方
／
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

利
用
す
る
施
術
所
で
助
成
券
を
渡
し
て
く
だ
さ

い
（
制
度
加
入
施
術
所
の
み
有
効
）　

申
込
／

印
鑑
を
持
参
し
、
住
民
福
祉
課
へ
。
代
理
の
場

合
は
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
。（
4
月
16
日
･

18
日
は
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
も
申
請
で
き
ま

す
）　

そ
の
他
／
5
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合

は
、
申
請
月
か
ら
同
年
度
の
3
月
ま
で
の
月
数

分
に
な
り
ま
す　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
今
年
度
に
受
診
予

定
の
人
を
対
象
に
、受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
く
み
や
ま
5
月
1
日
号
に
掲

載
し
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人
が
、
保
険
診
療

が
適
用
さ
れ
な
い
、
は
り
･
き
ゅ
う
･
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
受
け
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
平

成
31
年
度
分
の
助
成
券（
12
枚
）を
発
行
し
ま
す
。

　

助
成
金
額
／
施
術
費
の
う
ち
、
町
と
施
術
所

が
各
千
円
、
合
計
2
千
円
助
成　

利
用
方
法
／

平成31年2月15日から3月14日までの受付分（敬称略）

ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

婚
結
ご名

区
地

・
名
氏
の
夫

名
氏
の
妻

田
　
井
　
　
林
　
雄
太
朗
・
林
　
茜
衣

生
誕
お名

区
地

児
生
出

母
・
父

佐
　
山
　
丸
田
優
理
菜
　
貴
大
・
佑
季

　
栄
　
　
飯
田
　
彩
心
　
尚
也
・
菜
摘

　
〃
　
　
飯
田
　
結
心
　
尚
也
・
菜
摘

ゆ

り

な

あ
　
こ

ゆ
　
い

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

成
人
男
性
風
し
ん
抗
体
検
査
・
M
R（
麻
し
ん
・

風
し
ん
混
合
）ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

年度末
年　齢 生　年　月　日

65歳 昭和29年4月2日～昭和30年4月1日

70歳 昭和24年4月2日～昭和25年4月1日

75歳 昭和19年4月2日～昭和20年4月1日

80歳 昭和14年4月2日～昭和15年4月1日

85歳 昭和 9年4月2日～昭和10年4月1日

90歳 昭和 4年4月2日～昭和 5年4月1日

95歳 大正13年4月2日～大正14年4月1日

100歳 大正9年4月1日以前

■表1　接種対象者

協力医療機関の場所 手続き方法
久御山町・宇治市・城陽
市内の協力医療機関 不要です。

久御山町・宇治市・城
陽市以外の京都府内
の協力医療機関

接種の１週間以上
前に、国保健康課へ
ご連絡ください。

京都府内の協力医療
機関以外及び京都府
以外の医療機関

予防接種依頼書の交
付申請が必要です。接
種の１週間以上前に、
国保健康課へ来所ま
たはご連絡ください。

■表2　接種手続き

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
申
込  

5
月
7
日
か
ら

は
り
・
き
ゅ
う
・マ
ッ
サ
ー
ジ
費
用
を
助
成

1歳8か月児健診 19日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成29年
   7月生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

10か月児健診 16日㈫ 午後1時20分
～1時50分

平成30年
  5月生まれ

医師による健康診査、
離乳・保育・栄養などの指導

乳幼児相談 9日㈫ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

3～4か月児健診 23日㈫ 午後1時20分
～1時40分

平成30年
 12月生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導、ブックスタート

成人歯科健診 25日㈭ 午後1時
～1時30分 40歳以上の人 歯科医師による健康診査、

歯科衛生士による歯みがき指導

4月の母子保健と成人健診

健診名など 日（曜） 対　象受付時間 内　容

パパ＆ママ教室
（栄養編） 10日㈬ おおむね10か月までの子ども

と産婦（2日前までに要申込）

妊婦とその家族
（2日前までに要申込）

妊婦中の栄養の話（妊婦）
前期から中期の離乳食の話（産婦）
絵本の読み聞かせ

※子育て・発達相談
（あいあいホール
出張相談）

8日㈪
15日㈪
22日㈪

午前9時～
午後4時30分

午後1時～1時15分

午後2時～2時10分

おおむね中学校
卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用し
て、保健師等が育児や発達に関す
る相談をお受けします

2歳6か月児
歯科健診 25日㈭ 午後1時～1時15分

午後2時～2時10分
歯科医師による健康診査、予防始動
身体的・精神的な発達指導

平成28年
9・10月生まれ

会場は、保健センター（※は、あいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、
必ずご持参ください。 問合せ／子育て支援課

保健予防のコーナー
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みんなのひろば

す
。
茶
摘
み
は
根
の
い
る
作
業
で
、
好
き
な
人
と
そ

う
で
な
い
人
に
分
か
れ
ま
す
ね
（
笑
）。
で
も
、
緑
に

囲
ま
れ
て
会
話
も
し
な
が
ら
わ
い
わ
い
取
り
組
め
る

の
が
魅
力
で
す
。
毎
年
、
一
緒
に
作
業
を
す
る
こ
と

を
皆
さ
ん
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
お
茶
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
か

阪
田
さ
ん

若
い
人
を
中
心
に
ス
イ
ー
ツ
が
は
や
っ

て
い
て
う
れ
し
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
お
茶
を

点
て
て
飲
む
こ
と
も
体
験
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
と
し
て
の
お
茶
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
皆

さ
ん
に
も
っ
と
気
軽
に
お
茶
を
飲
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
高
品
質
の
抹
茶
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
や
健
康
長
寿
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
に
向
け
て
の
思
い
を

阪
田
さ
ん

品
評
会
に
も
い
ず
れ
出
品
し
て
賞
を
と

り
た
い
で
す
し
、
良
い
お
茶
を
作
り
続
け
た
い
で
す
。

茶
業
界
は
競
争
が
年
々
激
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
茶
農
家
な
ら
で
は
の
強
味
を
生
か
し
て
頑

張
り
た
い
で
す
。

―
―
最
後
に
久
御
山
町
の
お
茶
に
つ
い
て
一
言

阪
田
さ
ん

昔
か
ら
山
城
の
国
で
作
っ
て
い
る
お
茶

を
宇
治
茶
と
呼
び
、
み
ん
な
で
守
っ
て
き
ま
し
た
。

町
内
の
人
で
も
高
級
宇
治
茶
を
久
御
山
町
で
作
っ
て

い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
い
る
の
で
、
も
っ
と
知

名
度
を
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
手
摘
み
で

の
収
穫
に
興
味
の
あ
る
人
に
も
一
度
体
験
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

♪

　

茶
摘
み
の
こ
と
な
ど
、
興
味
の
あ
る
人
は
阪
田
広

樹
さ
ん
☎
0
7
7
4（
4
1
）6
2
9
7
へ
。

―
―
お
茶
づ
く
り
に
つ
い
て

阪
田
さ
ん
　
茶
摘
み
で
は
新
芽
だ
け
を
摘
み
ま
す
。

良
い
新
芽
を
出
す
た
め
に
1
年
か
け
て
枝
を
伸
ば
し
、

親
の
葉
を
育
て
ま
す
。
茶
摘
み
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ

た
ら
葉
っ
ぱ
が
1
枚
も
残
ら
な
い
く
ら
い
に
枝
を
狩

り
、
来
年
に
向
け
て
一
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

―
―
畑
で
の
作
業
は
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か

阪
田
さ
ん

日
々
色
や
つ
や
な
ど
、
葉
っ
ぱ
の
状
態

を
見
て
、害
虫
駆
除
や
畑
に
入
れ
る
肥
料
を
決
め
ま
す
。

化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
有
機
肥
料
だ
け
で
育
て
る
こ

と
が
こ
だ
わ
り
で
す
。

―
―
厳
し
い
業
界
と
言
わ
れ
る
中
で
頑
張
れ
る
の
は

阪
田
さ
ん

取
引
先
の
問
屋
さ
ん
に
品
質
の
良
い
お

茶
を
毎
年
卸
す
こ
と
が
信
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

し
て
、
お
茶
を
飲
ん
だ
人
に
「
お
い
し
い
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
励
み
に
な
り
ま
す
。

―
―
幼
い
こ
ろ
か
ら
家
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
と
か

阪
田
さ
ん

幼
い
頃
か
ら
茶
畑
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
鉄
パ
イ
プ
を
使
っ
て
日
よ
け
を
作
っ
て
い
ま
す

が
、
中
学
生
だ
っ
た
当
時
は
く
い
と
竹
で
作
っ
て
い

ま
し
た
。
私
も
竹
な
ど
を
肩
に
担
い
で
運
び
、
肩
が

腫
れ
る
く
ら
い
重
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
住
み
込
み
で
来
た
人
と
自
宅
で
一
緒
に
寝

泊
ま
り
し
て
い
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
ね
。

―
―
手
摘
み
の
収
穫
が
珍
し
く
な
っ
て
い
る
と
か

阪
田
さ
ん

茶
業
界
で
も
機
械
化
が
進
み
、
手
摘
み

で
収
穫
を
す
る
こ
と
が
貴
重
に
な
っ
て
い
る
中
で
、

先
祖
代
々
、
数
百
年
前
と
同
じ
よ
う
に
手
摘
み
で
収

穫
を
し
て
い
ま
す
。
機
械
を
使
わ
ず
手
摘
み
で
収
穫

し
た
お
茶
は
、
色
や
う
ま
み
が
違
い
ま
す
。
少
し
で

も
長
く
手
摘
み
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
―
茶
摘
み
さ
ん
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

阪
田
さ
ん

毎
年
50
人
ほ
ど
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま

模擬店、ライブ、大盛況
クロスピア市

▲たくさんの観客を盛り上げるDUFFのライブ

　2月24日、まちの駅「クロスピアくみやま」でクロスピ
ア市を行いました。催しは、キッズダンスや和太鼓のス
テージライブやもちつき大会、木製コマづくり体験、抽
選会、和菓子や洋菓子、フライドポテトの模擬店など、盛
りだくさん。町出身の村山信吾さんが所属するDUFFの
ライブでは、かけ声に合わせて観客が一斉に手を上げる
など、ライブハウスさながらの熱気を見せました。

ただようパンの良いかおり
チャレンジ教室

▲慎重に生地の重さを量る参加者

　2月25日、中央公民館の「チャレンジ教室」に12人が
参加をしました。今回はパン作り教室で参加者は町内の
パンサークルの手ほどきを受け、カレーパンやコーンブ
レッド、マンゴープリン作りに挑戦。用意された生地を慎
重に切り分け、形を整え、焼き上げました。教室には焼き
あがったパンの食欲をそそる良いかおりが漂っていま
した。

【さかた・ひろき】1972年、久御山町生まれ。佐山在住。
日本遺産にも登録された「佐山浜台の茶園」で茶業を
営む。平成27年には関西茶品評会のてん茶部門で農
林水産大臣賞を受賞。

＜茶農家＞
阪田 広樹さん（47歳）

茶摘みさんの手で
摘み取られた新芽

歴史感じる。学ぶ
くみやま歴史
ガイドツアー
　2月24日、くみやま歴史ガイ
ドツアーが行われ、14人が参加
し、御牧地区のまち歩きをしまし
た。今回のツアーは「久御山アカ
デミー」で町の歴史や文化を学
んだ5人のボランティアガイドの
「ガイドデビュー」です。参加者は
ガイドの話を夢中になって聞い
たり、歩きながらの会話を楽し
みました。

①旧山田家住宅で巨椋池の歴史につ
いて語り合うガイドと参加者②2月に
見つけたきれいな花③豊吉稲荷神社
にある標石の説明をするガイド④華
台寺の住職の話を聞く参加者

た

くみやま人
―くみやまヒーロー・リサーチ部― Vol.15

高級宇治茶を育てる
「おいしい！」の一言が
お茶作りの活力に

広報に掲載された人で、希望者には写真を差し上げます。
役場3階総務課秘書広報係へお越しください。
来庁が困難な場合は、ご相談ください。

①

③④ ②
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の
滞
納
が
無

い
人

■
補
助
金
の
対

象
設
備
／
次

の
条
件
を
全

て
満
た
す
も
の
▼
一
般
に
市
販
さ
れ
て

い
る
貯
留
容
量
が
1
0
0
㍑
以
上
で
密

閉
式
▼
新
た
に
購
入
し
設
置
▼
展
示
ま

た
は
販
売
（
建
物
と
一
体
的
に
販
売
す

る
場
合
を
含
む
）
の
用
に
供
す
る
た
め

に
設
置
し
た
も
の
で
な
い
こ
と

■
注
意
／
①
購
入
前
に
、
必
ず
環
境
保
全

課
で
施
設
設
置
の
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
②
補
助
対
象
と
な
る
雨
水
タ
ン
ク
の

基
数
は
、
1
建
物
に
つ
き
1
基
、
同
一

申
請
者
か
ら
は
1
年
度
に
1
基
だ
け

■
補
助
対
象
経
費
／
雨
水
タ
ン
ク
本
体
と

雨
ど
い
か
ら
の
分
岐
接
続
に
必
要
な
付

属
備
品
の
購
入
に
要
す
る
費
用

■
補
助
金
額
／
前
記
の
補
助
対
象
経
費

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
の
4
分
の
3

で
、
上
限
は
4
万
5
千
円

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

狂
犬
病
は
、
野
生
動
物
や
家
畜
は
も
ち
ろ

ん
人
間
に
も
感
染
し
、
一
度
発
病
す
る
と
、
ほ

ぼ
1
0
0
㌫
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
い
と
、
愛
犬

だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
や
付
近
の
人
を
危
険

に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
等
で
飼
っ
て
い
る
生
後
91
日
以
上

の
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
生
涯
に
1
回
の

登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
1
回
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

左
表
の
日
程
で
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

集
合
注
射
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
動
物
病

院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
動
物
病
院
で
の

料
金
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
場
で
の
料
金

　

注
射
料
＝
2
6
5
0
円

　

注
射
済
票
交
付
手
数
料
＝
5
5
0
円

　

登
録
手
数
料
＝
3
千
円

※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
登
録
手
数
料

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
お
釣

り
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

近
年
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
大
雨
の
多
発

で
、
大
量
の
雨
水
が
流
れ
出
す
「
都
市
型
水

害
」
の
発
生
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
や
環
境
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
雨

水
貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
）
設
置
に
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

　

雨
水
タ
ン
ク
は
、
浸
水
被
害
を
抑
制
す
る

だ
け
で
な
く
、
貯
め
た
雨
水
は
断
水
時
の
水

資
源
と
し
て
、
ま
た
、
普
段
は
庭
の
水
や
り

や
花
木
の
散
水
に
活
用
で
き
、
省
エ
ネ
に
も

有
効
で
す
。

■
対
象
者
／
▼
町
内
に
所
有
ま
た
は
占
有
す

る
建
物
に
雨
水
タ
ン
ク
を
新
た
に
設
置
す

る
人
（
事
業
所
の
申
請
も
可
能
）▼
町
税

4月 9日㈫
27日㈯

4月10日㈬
 5月6日（月・休）

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄3・4丁目、
ハイツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、リーヴァ淀、
北川顔、藤和田、近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、
東佐山団地、久御山団地（17棟～29棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟～ 5 棟、7 棟、10 棟～ 14 棟、34 棟～ 41 棟、43 棟～
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、リーヴァ淀、北川顔、

藤和田、近協パレス、中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、リーヴァ淀、北川顔、
藤和田、近協パレス、中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

※指定の場所に、油の入っていた
　容器等に入れて出してください。
ごみステーションは、指定場
所ではありません。
　なお、役場庁舎南側の塵芥
収集車車庫内に、平日の午前
8時30分～午後 5時15分まで
回収場所を常設しています。

＊ペットボトルのキャップとラベルは、
　はずして「プラマーク製品」として
　出してください。

使用済み天ぷら油

10日（第2水曜日）

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

10日（第2水曜日）
24日（第4水曜日）

3日（第1水曜日）
17日（第3水曜日）

ペットボトル・紙パック

缶・ビン

プラマーク製品

町公共機関電話番号等
久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎631-9991/45-3922
somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

行財政課 ☎631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

075（632）5933

税 務 課 ☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

住民福祉課 ☎631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

国保健康課 ☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

環境保全課 ☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

都市整備課 ☎631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

消防本部 ☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

図 書 館 ☎0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

議会事務局 ☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

会 計 課 ☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

075（631）6129

学校教育課 ☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

上下水道課 ☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

新市街地整備室☎ 631-9903/45-3904
shigaichi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

まちの駅クロスピアくみやま
☎ 075（632）2300 075（632）2001

健康センター いきいきホール
☎ 0774（41）3466 0774（44）1199
体育協会（総合体育館内）
☎ 0774（44）2205 0774（44）2203

ふれあい交流館 ゆうホール
☎ 0774（45）0002 0774（46）5610

地域包括支援センター
☎ 075（631）0033 075（631）0132

総合体育館
☎ 0774（44）3700 0774（44）2203

老人福祉センター 荒見苑
0774（44）3405 0774（44）7801☎

子育て支援センター あいあいホール
0774（41）2263 0774（41）2283☎

社会福祉協議会
☎ 075（631）0022 075（632）3001

みまきこども園 ☎・　 075（631）4531

さやまこども園 ☎・　 0774（43）8644

とうずみこども園 ☎・　 0774（44）4966

みまきこども園分園 ☎・　 075（631）2475

とうずみこども園分園 ☎・　 0774（43）4906

中央公民館
075（631）1000 075（632）0031☎

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土・日曜日、祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075（631）5171へ連絡してください。

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

3月1日現在  久御山町の人口 16,056人（男7,958人、女8,098人）　世帯数7,038

産 業 課 ☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

　　

町
で
は
、
水
銀
に
よ
る
健
康
被
害
や
環
境

汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
廃
乾
電
池
、
水
銀
体
温
計
の
分
別
収
集

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
平
成
31
年
4
月

1
日
か
ら
蛍
光
管
･
水
銀
温
度
計
･
水
銀
血

圧
計
も
分
別
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

　

収
集
日
／
「
燃
や
す
ご
み
」
の
収
集
日　

出
し
方
／
蛍
光
管=

割
れ
な
い
よ
う
に
紙
箱

や
紙
筒
に
入
れ
る
か
、
新
聞
紙
な
ど
に
包
ん

で
透
明
の
袋
に
入
れ
て
、
そ
の
他
の
ご
み
と

分
け
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
（
役
場
塵
芥

収
集
車
車
庫
内
で
、開
庁
時
に
回
収
し
ま
す
） 

水
銀
温
度
計
･
水
銀
血
圧
計=

透
明
の
袋
に

入
れ
て
、
ご
み
と
分
け
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
。
水
銀
体
温
計
と
一
緒
の
袋
で
も
可　

注
意
／
割
れ
た
蛍
光
管
や
白
熱
電
球
、

L
E
D
ラ
ン
プ
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
は
対
象

外
の
た
め
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
安
全
の
た
め
袋
に
「
割
れ

物
注
意
」
な
ど
の
表
示
を
お
願
い
し
ま
す　

そ
の
他
／
分
別
収
集
の
対
象
商
品
で
あ
る
か

に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
プ
本
体
ま
た
は
パ
ッ

ケ
ー
ジ
等
に
表
示
さ
れ
て
い
る
品
番
で
確
認

で
き
ま
す
（
下
表
）。

じ
ん
か
い

4
月
1
日
か
ら
蛍
光
管
・

水
銀
温
度
計
・
水
銀
血
圧
計
の

分
別
収
集
を
開
始

狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録

補助金で
雨水タンクを
設置しませんか

■分別収集の対象となる商品
品番の最初の
アルファベット 蛍光管の種類

Ｆ
ＥＦ
ＧＬ
Ｂ、Ｎ、Ｍ、Ｈなど

直管、環形、コンパクト形
電球型
殺菌ランプ
ＨＩＤランプ

■分別収集の対象とならない商品
品番の最初の
アルファベット 電球等の種類

Ｌ、ＬＷ、Ｇ、ＮＬ、
Ｒ、ＫＲ、など

ＬＤ
Ｊ

白熱電球

ＬＥＤランプ
ハロゲンランプ

平成31年度 狂犬病予防集合注射日程表

※中央公民館の南東

実施日 時　間 会　場

４月17日
㈬

９：30～10：10 ミサワ林集会所

10：20～11：00 栄３・４丁目集会所

11：10～11：40 栄中央公園（２丁目）
13：10～13：40 佐古公民館入口
13：50～14：20 松陽台集会所

14：30～15：00 佐山集荷場（浄安寺南側）

４月18日
㈭

９：30～ ９：50 大橋辺公民館
10：00～10：30 北川顔公会堂
10：40～11：10 藤和田公会堂
11：20～11：50 島田公会堂
13：10～13：40 下津屋公民館
13：50～14：20 田井公会堂
14：30～15：00 みまきこども園分園前

４月19日
㈮

９：30～10：00 市田公民館
10：10～10：30 鈴間集会所

10：40～11：10 野村公会堂（北側）
11：20～11：50 坊之池公会堂

13：10～13：40 元JA京都やましろ東一口事業所前

14：00～14：40 ※町役場分庁舎1階ガレージ
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平
成
31年

4月
1日
号

☎
075（

631）6111　
0774（

45）0001　
FAX 075（

632）1899　
　

■
発
行
  久
御
山
町
役
場
 　
■
編
集
  総
務
部
総
務
課

〒
613-8585 京

都
府
久
世
郡
久
御
山
町
島
田
ミ
ス
ノ
38

http://w
w
w
.tow

n.kum
iyam

a.lg.jp
No.1020

く
み
や
ま

ま
ち
の
総
合
情
報
誌

広
報

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

vol.243 さわらの西京焼き風ヘルシークッキング

　みそにこうじの甘酒を加えることで、白みそ

を使用した西京焼きより塩分を減らせます。焼

く前にみそを拭き取ることで、口に入る塩分は

表示よりさらに少なくなります。

国保健康課

作り方
①　みそに甘酒を加え溶き混

ぜる。
②　食品保存用の袋にさわら

と①を入れて密封し、30
分以上冷蔵庫でつけ込
む。

③　さわらについたみそを拭
き取りグリルで両面を焼
く。

④　グリーンアスパラは根元
とはかまを除いて茹で、
縦半分にして、長さを３～
４等分に切る。

⑤　練りからしに塩、しょうゆ
を加え溶き伸ばし、アス
パラガスをあえる。

⑥　器にさわらを盛り付け、ア
スパラガスを添える。

エネルギー　123キロカロリー／１人分
塩分　　　　1.0 グラム

　

春
が
訪
れ
新
し
い
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
新
た
な
年
度
を
迎
え

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
変
わ

ら
ず
元
気
に
す
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
▼
先
月
は
、
表

紙
に
も
掲
載
し
た
「
く
み
や
ま
歴

史
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
2
時
間
ほ
ど
御
牧
地
区
を

歩
き
な
が
ら
、
歴
史
を
学
び
ま
し

た
。
最
初
は
私
を
含
め
て
、
落
ち

着
か
な
い
様
子
の
皆
さ
ん
。
け
れ

ど
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
御
牧

地
区
を
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、
自

然
と
会
話
が
弾
ん
で
い
く
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
話

を
し
て
楽
し
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
▼
窓
口
を
訪
れ
た
人
に

「
広
報
の
人
？
」
と
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
後

記
を
見
て
、
名
前
を
覚
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
後
記
の

感
想
や
広
報
紙
の
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。「
見
て
い
る
人
が
い

る
。
絶
対
に
手
を
抜
い
て
は
い
け

な
い
！
」
と
改
め
て
実
感
。
皆
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

原
動
力
に
楽
し
い
紙
面
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
課  

秘
書
広
報
係  

繁
光

編
集
後
記

さわら（切り身）………４切れ
みそ …………………小さじ４
甘酒（こうじ）………大さじ４
グリーンアスパラガス…８本

練りからし………………適量
塩 ………ふたつまみ（0.4 ㌘）
しょうゆ……………３～５滴

●材料（4人分）

り

お

と

小
森
　
吏
桜
人
ち
ゃ
ん
（
1
歳
11
か
月
）

い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
明
る
い

り
お
ち
ゃ
ん
で
い
て
ね
♪

ひ

ま

り

ひ

な

の

（
３
歳
・
９
か
月
）

毎
日
楽
し
く
幸
せ
な
時
間
を
あ
り
が
と
う
！！

仲
良
く
大
き
く
な
ぁ
れ
♡

の
ぞ
み

木
曽
　
希
美
ち
ゃ
ん
（
11
か
月
）

毎
日
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
の
ん
ち
ゃ
ん
。

楽
し
い
毎
日
を
あ
り
が
と
う
♡ 

わがやのアイドル ～くみやまっ子登場！！～

生活習慣病予防の健康教室・栄養編（平成31年2月25日）
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